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1　 は　 じ　め　 に

　大正期か ら昭和 20年 まで （1912−
’45）の 障害児教育 を史 的に概観する場合，こ の 期 間は大

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （エ）

略二 つ の 時期に分 け られ る 。 第 1 期は大 正期か ら昭和初期 に か けて の 発展期 で あ り，第 n 期は

戦時下 icお ける衰退期で ある 。

　大正期か ら昭和初期にか けて発展期と言われ る所以 は，一
つ には ， 従来他の 諸学校令の 準用 ・

準拠｝こ とど ま っ て い た盲学校及び聾唖学校教育に対 し， 大正 12 （1923）年 8 月 「盲学校及聾唖

学校 令」の 制定をみ ， こ の 両校の 教育が制度的 に確立 された こ とが あり， 二 っ に は，障害児教

育の 対象が 精神薄弱児を初め ， 病弱児や肢体不 自由児に まで 拡大され ， これ らの 児童を対象と

した学級や 学校 ， あ るい は施設の 増加が見 られ た か らで あ る 。

　昭和 6 （1931）年の 満州事変の 勃発 を機に国家統制の 強化や戦時体制 へ の 転換な どの 大 きな

社会的変化が ありs ．障害児教育 は同20 （1945 ）年に 向けて 衰退 ・消滅 の 道をた ど らざるを得な

か っ た 。

　精神薄弱児教育で は ， 第 2次世界大戦後ア メ リカ型の新 しい教育を導入 し， 再出発が な され

る。その 基 盤 は本稿の 対象とす る大正 中期 （1918）頃か ら昭和 20 （1945）年に か けて 育 まれた

もの と考え られ ， こ の 時期の 詳細な検討は精神薄弱児教育史 を明 らか にす る上か ら肝要な こ と

と言わね ばな らな い 。 本稿 は， こ の 期間に 展 開され た小学校に お け る精神薄弱児 （ある い は ，

劣等児，低能児）対象の 特別学級教育に お い て ，体育的諸活動が教育方針や養護観か らど の よ

う に 性格づ けられ，また体操科 （体錬科）教育 の 教授 （指導）実態 とそ の意義は い かな る もの

で あ っ たかを，それ らの 背景も含め て 検討を加 え る もゐで ある 。 なお，本稿で は，当時 の 特別
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学級の 設置状況やそ の学級に お け る教育方針，あ る い は体育的諸活動に基本理念 を提供 したと

考え られ る養護観に つ い て も若干の 検討を加 えて み た い g

E　特別学級の 設置状況 とその 背景

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2 ）

小学校 に精神薄弱児 （ある い は，劣等児，低能児）の ため の 特別学級 の 附設が促進 された の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3）　　　　　　　　　　 、
は大正 中期頃か らで あ り， 同 10 （1921）年頃以 降各地 に 設置 され る に 至 っ た 。 そ の 設置状況を

ま とめ．ると，「表 1 」の よ うで ある 。 文部省の 調査報告に よれば，特別学 級附設校 の 多い府県

表 1　 わが国の 特別学級編成状況

年 学校数 学級数 児童数 出　典

192319038316 、271 註 （4〕

192617536313 ，394 註 （5）

1931 711003 ，063 註 〔6）

1935 49 53 ・ 912 註 〔7｝

矼942 66 66 『
註  

．は，
』
大正 12 （1923）年で は東京 ， 兵庫 ， 岡山 ， 広島で あり， 同15 （1926）年で は東京，岡山，

大阪，広島，愛知，秋田，沖縄 ，京都，和歌山な どで あ っ た 。

』
こ の 大正中期か らの 特別 学級設

・
置促進 の 動きは ， 大都市 か ら始ま り， 全 国的・な もの とな っ て い っ た 。 従 っ て ， こ こ で は ， そ の

設置状況を東京 ・大阪 ・京都の 3 大都市に 絞 っ て 概観 して みた い
。 　

．

　東京で は， こ の 教育の 先駆で ある東京高師附属小学校補助学級が設置 されて い たが，大正 9
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （9 ）

（1920）年林町小学校と太平小学校に もそれ ぞれ 1学級が 附設 され た 。
こ の 附設 が契機 とな り，

全市 に学級附設が本格的に 推進 される 。 林 町小学校 の特別学級は 「促進学級」 と呼ばれ，そ の

児童 は 3 年か ら 5年まで の IQ　75 以上 90以下の 学業不振児 20名で あ っ た 。 翌年 ｝こは ， 2 年と 3

年 の学業不振児 を入級させ ， 1学級を増設 した 。 太平小学校は ， 当時市内有数の 貧民窟 に あり，

東京市直轄の 特殊小学校で あ っ た 。 そ こ に学ぶ児童たち の なか に は ． 能力的に も相当遅れ て い

る もの が 少な くなか っ た 。 こ うした児童を対象｝C　．r補助学級」が開設されたの で ある 。　rこ の林

町小及 び 木平小で の 促進学級 ， 補助学級の 設置は ， 東京市の 先駆 とな っ た の み な らず ， 全国へ

　 　 　 　 　 　 　 くle）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，
の 波及を もた ら」す こ ととな る 。 東京市で は ， 両校の 実績に 基づ き， 大正 11 （1922）年市内18

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛11）

校 に も特別学級が 附設 され，「表 2 」 の よ うな推移を見せ る 。 なお林町 小学校は s そ の 後わが

国にお ける こ の 教育の 先導的役割を果た した 。
．

　 大阪で は，大正 12 （1923）年中大江東小学校を初め と して ， 船場 ， 西天満 ， 江戸堀 ， 元町 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．c12｝

久宝 ， 敷津 ， 九条第三 の 各小学校に 1 学級ずつ 精神薄弱児 対象の 特別学級が附設 された 。 これ

らの 学級は，当時鈴木治太郎 （1875 − 1966）が主任とな っ て 進めて い た知能検査標準化活動の

なか で 生 まれた もの で あり，試 験 的 ・研 究的に編制 され た もの で あ っ tEil
）

以後 「表 354あよ

うな変遷 を見せ，昭和15 （1940）年にわが国最初 の精神薄弱児対象の 思斉学校を設立す るまで

に 発展 した 。
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表 2　東京市特別学級数の 推移

年 学校数 学級数 児童 数

1920 2 2 38

1921 2 4 72

ユ922 20 22405

1925 20 22427

1926 27 29570

1927 26 30507

1928 26 31537

1929 27 33605

1930 27 31572

1931 22 25446

1932 22 25460 ・

1933 22 25462 ．

1934 26 29502

1935 25 28550

1936 25 28517

1937 25 27　　　濯 朞12

1938 24 26479

1939 24 26483

1940 28 30422

表 3　大阪市特別学級数 の 推移

年 学校数 学級数 児童数

1923 8 8 一

1924 10 13． 一

1925 10 12180

1926 14 15276

1927 12 14258

1928 10 11247

1929 11 11
』

134

1930 11 11150

1932 10 10 120

1935 8 8 115

1940 34 35 　

（思斉） 1 3 41

1942 20 21318

　京都で は，最初の 特別学級が大正 11 （1922）年成徳小学校 に 附設され，翌年に 七条，桃園 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア

同 14 （1925）年養正 ，弥栄，同 15 （1926 ）年滋野 ，崇仁 の 各小学校，並 びに京都師範学校附属小
　 　 　 　 　 　 　 （15）

学校 に設置さ れる 。 こ の 動 き は ， 大正 10 （1921）年 の 「京都市 に於ける特殊児童調」 に よ り多

くの 精神薄弱児の存在が確認 され ， 大正新教育運動 と相ま っ て 具現化 された もの で あ っ た 。 そ

の 後，

．
昭和 2 （1927 ）年に 9学級 ， 国民学校期に は新た に 明倫 ， 太奏 ， 南浜の 各小学校に も設

置 され る 。 ．．レか し
， 戦争 の た め，同 18 （1843）年頃に は養正 ノ1丶学校を除 き全学級 が廃止された 。

　大正中期か ら昭和初 期に か け て 見 られた特別学級の 設置促進の 背景 に は ， 第 1 に
， デ モ ク ラ

シ
ー

思 相 と自由教育思 潮 の 高揚が あ っ た 。 第 1次世界大戦の 前後，国際的 にも国内的に も民族，

ある い は市民や民衆 を基盤 に した解放闘争 ・革命 ・要求運動が勃発 した 。 こ の 改革運動の 気運

が高揚 した こ の 時期を 「大正 デ モ ク ラ シ
ー

の 時代1 と呼ぶ の で あ るが ， 「大正 自由数育」 もこ

の デ モ クラ テ ィ ッ クな社会 的潮流の なかで生起 した一つ の 動向なの で あ っ た 。 阿部七五三 吉 ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （16）

は ，
こ の 思潮が障害児教育 をい か に促進 したか に つ い て

， 次の よ う に述 べ て い る 。

　数育 は 凡て の 国民 に よ っ て 支持 さ れ ， 凡 て の 国民 の 為に 設けられ た もの で ある 。

……一
方 に 厚 く

一
方 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o 　　o　 　ロ　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　 o　 　o

薄 い数育 の 現状は 当然 の 問題 とな るべ きで あ る 。 凡て の 国民 で あ っ て
一

部の 国民で な い 。 普通児で な くて

低能児も白痴 も唖 者 も盲聾者 も加 わ っ て 居 る の で あ る。低能 児 も普 通 児 と 同様 に
一

個 の 国民 で あ る 以上 ，

其 の 教育 の 機会 と方便 とを 洩れな く亨有す る 普通児と均等 に教育の 恩恵 に浴す るの が 当然 で ある 。 教育 の

事実が一方 に 偏 し厚薄を生 じて い る と い ふ こ とは決 して 公平な 処置 で は な く，デ モ ク ラ シー思 想の 滲泌 し

て ゐ る現今世人の 到底承知 しな い 所 で ある。

　阿部 らによれ ば ， デ モ ク ラ シ
ー

の 根底 に ある 「公平原理 の 強調」 が 「不平等な偏長な我 国教

育に 何等かの 反応反 省を促 さね ば止ま」 なか っ た と し， 「そ の 反応反 省は低能教育を促進する
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〈17）

に預 っ て 力」が あ っ た と して い る 。

　一方，伊津野 朋弘は，明治期か ら大正期 にかけて の 軍事力中心主義か ら経済発展主義 へ の 動

向を背景 に 生起 した経済教育論 ・学 習経済論が教育 ・学習 の 個別化の 方向を と らせ た と指摘 ，

「学習経済論 こ そ，大正期新教育運動の 精神 に つ な が る もの 」で あ り， 「及川平治の動 的教育法
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （18）”（工9）

も， こ の 系譜 に属する」 と指摘 して い る。そ の 及川 は，「一人の 低能児 遅滞児 と い へ ど も軽視
　 　 　 　 　 　 （2q）

して は な らぬ 」，ある い は 「能力不同の 児童を……一回通過の 注入教育を施 して 個性発展 を企
　 　 　 　 　 よ （マ マ ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （21）

つ るは木 に縁 りて 魚を求む るよ りも ， な ほ ， 困難 で あ る」 と し ， 分団式教育法を主唱 ・実践 し

た 。 こ の 及川の 教育法 に も見られ る よ うに，平等主義や 個性尊重主義を基調 Icした デ モ ク ラ テ
　 　 　 　 　 　 　 （22）

イ ッ ク な教育理念 が ， 能力別学級編制の 問題化 した背景 の
一

つ で あ っ た 。

　第二 の 背景 として ，知能測定の 導入及び調査 ・研究の 活発化な ど の 心 理 学 的手法の 適用が

ある 。

　知能検査がわが国に 導入された最初は，明治41 （1908）年三宅鉱一 （1876− 1954） に よる
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （23）

Binet− test の翻案で あ っ た 。 そ の後 ， 大正 4 （1915）年三 田谷啓 （1882− 1962）は ，
ビ ネ ・

シ モ ン 知能検査法の 改訂版で ある 「学齢児童智力検査法」 及び 「学齢児童智力検査函 」 を作成
　 　 　 （24 ）

して い る 。 わが国独 自の 知能検査 と して は ， 大正 7 （1918）年の 久保良英 （1883− 1942），同

10 （1921）年の 鈴木治太 郎に よ る ビ ネ式の 個人知能検査が あ り，また集団検査法 と して は ， 同

9 （1920）年 の 久保，同11 （1922 ）年 の 渡辺徹 ・本 田親二 ・栗林宇一によ る国民知能検査が あ
c25］

る 。 こ の よ うに ， 大正 期前半に 教育の 領域 に知能概念が導入され，併せ て 知能検査法 の 開発 も

進み ，そ れを適用 して の調査が 昭和初期 に か けて 実施され る よ うに な っ た。東京で の 三 田谷に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （26）

よる大正 4
’
（1915）年の 「特殊児童 ノ調査」，大阪における鈴木を中心 に した大正中期か ら昭

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （27〉

和初期に か け て の 知 能検査 の研究 ・調査 ， ある い は藤岡高一郎 icよる大正 10 （1921）年の 「京
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c28）

都市に お ける特殊児童調」な どが挙 げ られ る。 こ うした知能に 関する研究 ・調査の 導入と普及

は ， 精神薄弱児を対象 とす る特別学級の 開設を促進す る とともに ，こ の 教育に お ける指導法 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （29）

改善に まで 影響を与え る こ ととな っ た。

　第三 の 背景 と して ，学校衛生 の 強力な推進が あ っ た こ とを挙げね ばな らな い 。 杉浦 らは ， 文

部省の 学校衛生施策を中心に 検討を加 え ， 「大正期の 特殊教育 の勃興は，大正デ モ クラ シ ー思
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3o ）

想や 自由教育思潮 と軌を一に して展開 した新 しい 学校衛生思想の 台頭 に呼応 した も
’
の 1 と報告

して い る 。 こ の 新しい 学校衛生思想 の 台頭 とは ， 教育病理 学の 導入 に伴 い 従来の 身体的養護に

精神的養護が加 え られ た こ とで あ り，身体検 査を接点 と して 従来の一般養護 IC学校医 の 関与す
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （31）

る特別養護が加 え られた こ とで あ っ た 。 こ うした学校衛生思想の 台頭 は，健常児 の 健康増進 は

勿諭め こ と，障害児に対する積極的救済をも促進 したの で ある 。

皿　 教育方針 の 概観

　劣等児 ， 低能児 と呼ばれ る学業不振児の教育問題は ， 当初学力向上策の 一環 と して 生起 した

もの で あり， そ の後養護重視の 教育や個性 に応 じた教育を叫びなが らもこ の 学力伸長 ・ 向上の
　 　 　 　 　 （32）

姿勢が続 い た 。 しか し， 大正 10 （1921 ）年頃か らの 特別学級教育 に は ， 従来 と異な る傾向が顕

現 し始めた 。 そ れ は教育方針に も現われて きて お り，
こ の こ と に 関する若干の 事例 を挙げて 検

討を加えて み たい 。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （33），（34 ）

　大正 10 （1921）年頃，東京市林 町小学校 ： 「児童各個の 個性と能力 とに 適応 したる徹底的教育を施 し，

児童各 臼の 有する禀賦を十分 に 発揮せ しめ，そ の 発達及学力を促進せ しむ る」 （教育 目的），「児童の 本性

を 回 復す る こ と」，「個別 的 取扱 と学 習態度 の 養成 」，厂教科 目取扱 の 軽 重 」，「学 習 材料 の 低 下 と軽減 」，「教

授方法 の 具体化と作業化」、
「謬位，謬因 とそ の指導」，「同情を 以 て接触す る こ と」（以上 ，教育の 根本方針）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔35）

　大正 10 （1921） 年 頃
， 東京高師 附 属 小学校 二「成べ く普通 の 子 供 に 近付 け て 行 っ て

， 国民 と して 生活 し

得る，人 の 厄介 に な や な い で ，自分 で 生活 して 行か れ る」，「治 療 」，「体育……
意 志 に 従 っ て 行動 が 出来 る」，

「徳育
……

普通 人 の や うに （形式的で も） 整 へ て 行 く，そ れ に 慣れ させ る 」，「知育 ……延 びる だ け延 び さ

して 行 く」，
「将来の 職業或 1ヰ生 活の 関係 に

，
重 きを措い て 進 め る」（以上

， 劣等 児教育 の 目的及 び方針）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （36）

　大正 12 （1923）年頃 ， 京都市成徳小学校 二「日常生活上 の 訓練及び職業的訓練をな し且 つ 学力 の 増進を

計 らん とする 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （37 ）

　大 正 13 （1924） 年 頃 ，福島 県 師 範 学 校 附 属 小 学 校 ：「児 童 の 本性 を 回 復 す る こ と」
，

「本能に 根 ざ した教

育 ＝作業化 ， 遊戯化」，
「個別教育」， 「学習材料の 低下 と軽減」， 「職業的訓練 （殊に 低能児 の 場合）」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （38）

　大正 13 （1924）年頃 ， 東京市林町小学校 ：r補助学級
・・…・生活指導中心

……
二 ・三 学年程度 の 課程を目

標 に 徹底 した個別的教育」，
「促進学級

・・…・
普通学級 との 連けい

……
技能科 の 学習 は普通孛級 （劣組） で…

・・四学年程度ま で の 課程・…・個 別的指導」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （39 ）

　大正末期，大阪教育治療院 ：「各個 二 適応 シ タ ル 教育 ヲ 施 シ ，併セ テ身体ノ 健康 ヲ 増進 シ ，独立 自営ノ

根源 ヲ養フ 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （40 ）

　昭和 4 （19？9）年頃，大阪市中大江東小学校 ：「努 め て 明 る い 感情を以て 学習せ しめ る」，「個別的に 指

導」，「具体的直観的 に 教授 し作業球び作業的学習を偏重す るまで に重視」，「単純化 と反復練習」， 「日 常必

須の 常識の 教養 に 努 め ，児 童 自 ら身 辺 の 事象を統整 して 自己の 生活 を拡充す 弓様に 指導す る」 （以 上 ， 教

授方針）

　大正 中期頃は ， 先 に も述 べ たが ， 未だ学力向上を意図 した教科中心型の 教育が続 い て い た 。

しか し，事例 も示す ように ，同末期か ら昭和初期 icかけて の特別学級の教育 には ， 個性や能力 ・

に応 じた教育 ， 生 活指導及 び職業指導 （職業的な準備学習）が 強調 され るよ うに な っ た 。 昭和

5 （1930）年 頃 ， 文部省で も， 「教育内容は尋常四学年 の学科課程を六ケ年 に て 終了せ しむる
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （4王）

もの で ，方針と して は智育 よ りむ しろ職業教育に重きを置」 く低能児教育の 振興 策を打ち 出し

て い る 。 そ の 背景に は ， そ れま で の 実践 と研究の 積み重 ねが あ り， また 「昭和の 初期に は……
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〈42）　　　　　 　　　　　 　　　　 ，
次第 に補助学級系統の もの に変わ っ て い っ た」 とい う経営内容の 変化 もあ っ た。続い て ， そ の

後の教育方針を眺めそみよ う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （43）

　昭和 8 （1933）年 ， 長沼幸
一

の 報告 ：「補助学級 や 特別学級 に 於 て 為さ るべ き第一は健康の 増進 で あ り

次 に社会的態度 の 教養 ， 職業的訓練等 に おい て 心情 の 陶冶と勤労と誠実と忍耐を学ば しめ，更に 日常生活

訓練，趣味性め養成で あ る」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （44）

　昭和10 （1935）年，東京市公 立小学校 ：「日常生活指導」，「教科目指導」，「職業指導」
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （45）
昭 和 12」（1937）年頃，東京市公立小学校 ：「身体 の 保健 」，「日常生活の 訓練 」，「道徳的な 態度の 養成」，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （46）

「学科 の 教授
・・…・

三 ・四学年程度の 学業 」， 「職業的な準備：亅．藤本克 己の 報告 ：「知識を授け る こ とよ りも ，

先 づ 善良 な 性格 の 陶冶 ， 強健 な 身体 の 鍛錬，職業的調練 に カを 入れる」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （47）

　昭和 14 （1939）年頃，桜井安五 郎 の 報告 ：「学科の 教授 よ りは む しろ養護 や 訓練 ｝こ重 点 を お き身体的修
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （48 ）

練と 日常の 生 活訓練 に力 を 注 が な けれ ばな らぬ 」．喜 田 正春の報告 ：「強健な子供」，
「成る べ く人の世話に

な らぬ や うに 」，
「知的教科 は瞬るべ く軽減……技能教科 に 重点……学業の 程度 は 三 年程度 」

昭枷 6 （、94
’
、）年頃，思斉藏 ？「〔1）腫 生徒 の 活動腿 韓 す る．｛2｝視聴覚鵜 艟 んず る．（3）教材

を児童生徒の 要求に 応 じて単純化する 。 〔4膕性に 適応した指導を行う。 （5腔 活指導及び職業指導に重点を

’
お く。｛6精 神，身体の 発達及 び健康管理 に 留意す る 。」

　以上 の よ うに ， わが 国の 知能障害児の ため の 特別学級教育 は ， 劣等児や学業不振児の 救済教

育か ら次第に 精神薄弱児そ の もの の 適応教育 へ と進展 して い るp 従 っ て，昭和期 にみる ど，大

正 期に 見 られ た促 進学級系統の 教育方針 と若干異な る方針が打 ち出され て くる 。 そ れ は ， 「強

健な人」〈養護 ・保健教 育）， 「身辺 は自身で 処理で き」「他人に 好かれる人」（生活教育）， 「日

常簡単な読み書き計算に は困 らな い人」（学科指導）， 「働 くこ との好 きな人」（職業教育）の 育
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （50）

成 どい う教育指標で あ っ た 。
こ れ らの方針は ， 東京高師附属小学校補助学級の 初代担任小林佐

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （51）

源治が主1唱 し実践 した方針 と類似 したもの で あ っ た。若干異な る点 と言え ば，学級数の 増加 と

実践 の 深化，科学的調査 ・研究 と知能測定の 適 用 な どに よ り， そ の 個 々 の 方針が立証 され て 特

別学級の 統一的な方針に まで 発展 した こ とで あ っ た 。 こ う した観点か らも，

’
．こ の 大正中期か ら

本格化 した特別学級の 実際は，．第 2 次世界大戦後 の 精神薄弱児教育 の 基礎 とな っ た
’
と言え る の

で あ る 。

IV　養 護 観 の 変 容

　1．　 大 正中期 まで の 養 護 観

　明治末 期の 劣 等児 ・低 能児 に 対す る医学的対応の 姿勢 に は，次の よ うな考え方が散見 され

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　明治38 （1905）年，「教育的手段 ｝こ依 っ て は ，到底回復す る こ との 出来な い 性質を以 て 居 る もの があ る 。

是等 は 医師 の 手 に 委 ね
，

そ の 専門的方法 に よりて 治療を加 へ て 以 っ て 学習の 不良原因を除去すべ き者 で
，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （5z）
是等劣等生 に 対する至 当の 処置 で ある。 」

　明治40 （1907）年 ， 「覚官 に 故障ある者は ， 医療を加ふ る時 は
， 之を全治 し， 或は軽減す る こ とを得るな

らん とて ，医療を勧誘 し，貧困者 に は校費を以て 治療せ しめ しに 其功能大な りき。か くして 故障を除去す
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （53）

れ ば ，外形上 に も，知識収得上 に もtt進歩改善著 しきもの あ るを覚ゆ。」

　 こ の こ どは，教育 的手段に よ っ て 解決で きな い児童の 顕在化を示す とともに，医師に よる医

療的処置の 必要性 を示唆 して い た。 また次の よ うな養護活動が実践 されて い た 。
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　大阪市 ：「各小学校 に 於ける取扱法 は殆 ど大同小異 に して 之を綜合すれば ，

……
特 に 低能児の み の 学級を

編成 し，…
…
生理的練習 は心理的作用 に 大関係を有す る ものなれば，体操科 に 於て 殊 に 其の 活動 に注意 し，

盛 に 遊戯を奨励す 。 而 して一方常 に 家庭 と協議し，養護 に力を尽 し，家庭 に 於け る復習，予習 を怠 らざ ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c54）
しむ等の策を取れ るが如 し。」

　広島県 ：「発育 の 不良感覚若 くは運動機能 の 障碍及び疾病等 に 由るもの は
， 学校 医 の 意見を徴 し家庭の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （55＞
注意を促 して 栄養の 給与，治療を図り，又運動遊戯を奨励 せ り。」

　新潟県 二「児童 の 遺伝境遇 を調査 し原 因治療を行ふ ・・…・生理 欠陥あ る場合に は これ を 家庭 に 通知 しこ れ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛56）

が 治療の 方法 を教へ 且 医的治療を受 け しむ」（以上，長岡女師附小），「体操教授 の 場合に は前方に 優等児
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （57 ）

中央 に 劣等児後方 に 普通 児を 配列す」
・
（場上

， 古志 郡川 西尋小）　　　
．

岡 螺 ：陽 体の 懸 鵜 醵 融 等駐 晦碧に注意 し，　 fA則正 し姓 活 を存 さ しむ る
…

力め て 快

活な る心情を保た しむ る こ と等 に っ き注意 せ り」

　 上記事例の 共通点は ， 体操科に お ける配慮や 運 動遊戯の 奨励 ， 学校医に よ る障害 ・疾病の 治

療，並びに栄 養 ・休 息 ・睡眠・・運動 などに つ い て の 養護 上で の 家庭協力で あ っ た 。 「一般 に劣
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ　　　　　　　 c59）

等生 とい えば……身体の 劣等 も意味 して い る」，「劣等児を救済せ ん に は，まず こ の 身体 の 欠陥

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （60 ）

を治療す る事は ， 第一に着手せ ざ る可 らざ る要義な り1 との 報告 もあ り， 特別学級の 附設の 有

無に 関係な く， 身体養護の 重視は ， 劣等児
・軽度低能児教育 を実践す る場合の 必須条件 とな り

っ っ あ っ た 。 し か し，こ の 時期 に お ける身体養護 に は ，実践面 とそ の と らえ 方に発展す る ため

の 限界があ っ た。実践面で は，体操科 の 授業や 医師 ・ 家庭の 協力に 関 して 限界が見 られた 。 当

時，座席指定方式 ，分団方式，あ る い は特定教科移動方式に よ る教育形態が多 く，こ う した形
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （61）

態では，劣等児 ・低能児の ため の 体育的成果の 期待 は薄か っ た 。 例えば，先の新潟県に おける

体操科の指導事例は分団 教授法 を体操科に も適 用 した好 事例で あるが ，それ以上 の 個別的 な塒

別指導を意図 したもの で はなか っ だ 。 また医師や家庭の 協力 と い う点 に 関 して も， そ の 効果に

少なか らず疑問が 残 っ た 。 それ らの介在は進歩的で，そ の 意義は認め られ る が ，医療 も家庭を 一

通 じて の も の で あ り，関 心 の 決 して 高 くな い 家 庭へ の 協力要請 は 容易 な こ と で な か ．っ た 。 換言
1
すれば， 実践が社会的慣習を乗 り越え る に は限界が あ っ た と言える 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〈6z〉

　 こ う した 実践面で の 弱 さは ， 養護の とらえ方に も問題があ っ た。例えば，「栃木 県教育 史」

は，大正 5 （1916）年 の 池田僊 （下都賀郡岩舟小学校）の 「低能児教育 に つ い て 」と い う論文

を引用 し，そ の 頃の実態 を次の ように報告 して い る 。

　指導す る 場合 ， 主として 身体的 ・生理衛生的方面 に 重きをおい た こ と 。 こ れ は大正五 ， 六年頃実施され

た方法で 専 ら劣等児 と軽度 の 低能児の 姿勢 ・清潔整頓 ・睡眠 ・食物 ・運動 ・入浴 な どの 諸条件 （外部的）

を調整 して ，彼等 の 内部的な 異常精神を少しでも回復させ ，
』
普通 児 に 接近 させ よ うと した。

　拙著 「日本に おける心身障害者体育の 史的研究 （第 8 報）
一 明治 ・大 正 初期 の精 神薄弱児

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c63｝

体育 にっ い て 」 の 論稿で も報告 したが，こ の 頃の 養護は学力向上の ため の 手段で あ り， そ め理

念は狭 く形式的で ， 余 りに 短絡的で あ っ た 。 当時 ， 知能障害程度 の 判定基準が 実用 ま で に 至 っ

て い な か っ た こ と，医師の 介在 はあ っ たが ， 詳細で 総合的な科学的検査 ・調査を未実施の まま
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児童 を選別 した こ と ， あ る い は教授 （指導）方法を変え る こ と に よ っ て の み学力向上を図 ろ う
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （64）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 rl

’
と した こ とな どの 事情が あ り，

こ うした狭あ い な養護 観が生 まれ た もの と思われる 。 しか し，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （65）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 c66）

大正 中期頃か ら，有識者 に よ る こ の 教育 の 唱導，学校医 の 設置を含む学校衛生 の 整備 ・充実，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 c67）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 c68）

講習会 ・研修会の 実施∫ あるいは研究誌の 普及などが 見 られ，明治期か ら続い た狭あい な養護

観 も現代 的な養護観へ と微妙な 変容を見 せ 始め た の で ある 。

　 2．　 大正 中期以 降の 養 護観

　大 正 中期か ら昭和初期 に か け て の 時期は，特別学級の 経営が促進 学級体系か ら補助学級体系

へ 移行する時期で あ り， 従来の 劣等児 ・低能児の ための 学級教育が精神薄弱児の ため の 学級教

育へ と高め られて い っ た 時期で あ っ た 。 こ の 移行過程で 「働ける健康な人の 育成」が教育の 方

針として掲げ られ ，

L
生活訓練 と養護が教育内容の 中核 IC位置づ け られ，職業準備指向の 教育へ

と転換 して い っ た 。 当然 なが ら，こ の 転換 は．従来の 養護観を よ り高次な もの へ と発展 させ た 。

　 大 正後半期に お け る特別学級教育の 実態は ，文部省 に よ る大正 12 （1923）年の 「全国 に於け
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （69 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （7o）

る特別学級編制に関す る調査」及び同 15 （1926）年の 「特別学級編制に関する調査」 ｝こ よ っ て

ほ ぼ明 らかで ある 。 そめ第 1 回調査 に よれば ， 「概ね学 業成績 の 劣等な もの」に よ っ て 編制 さ

れ た 学 級 が 多 く，特別 に 1 学級増設 し た 固定式 （補助学級型 ）の学 級は 少な か っ た 。 ま た そ の

「施設の 効果概要」報告は，「教授力の 徹底」 や 「学業 の 進歩」 など，学力向上 に関す る もの が

主 で あ っ た 。 第 2 回 の 調 査で は ， 児童の 選定法に進展 が見 られ ， 精神薄弱児 のた めの学級が 60

学級程度開設 され ， 補助学級の 漸増傾 向をうか がわ せ た 。 そ の 「教材の 取扱法」 で は ， 「年齢
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （マ マ）

相当の 学年の 教材間に於て 其 の 基本的とも云ふ べ きもの を選びて 之を授 ける もの と， ある学科

の み は低学年教材を と りて授 けて 居 る もの 」 とが あ っ た。 こ こ に は ， 学力 向上 を主 目的 と して

教育か ら個 々 の 障害や 能力遅滞の 程度に 適応 した教育へ の 転換の 姿勢が見 られ る。

　 こ うした状況 の なか で ，第 4 回全国連合学校衛生会総会 （大正 14＜ 1925＞年）に て ， 文部大

臣の 諮問事項で ある 「精神薄弱者ノ監督養護 二 関 シ学校衛生上特 二 注意 ス ベ キ事項如何」に つ

　 　 　 　 　 （71）

い て の答 申がなされて い る。 こ の 答 申は，学校医に よ っ て 作成された もの で あるが ， それまで

の 全国的な特別学級教育 の 経験か ら生 まれ た もの で あ っ た 。 答申には，次 の よ うな 「衛生上ノ

’
注意事項」が述 べ られて い た 。

イ　栄養 ， 嗜好品 並 二 服装 二 注意 ス ル コ ト

ロ 　精神薄弱ノ原因 卜認 ム ベ キ疾病 ハ 速 二 治療 ス ル コ ト

ハ 　学 校衛生婦 ヲ 置 キ 該薄弱者身体 ノ 清潔養護 二 努 ム ル コ ト

　また 「教授上特 二 注意ス ベ キ事項」で は，「課業」，「時闇割」，「疲労」，「運動」及び 「校外教

授」 に っ い で の 留意点が指摘 されて い た 。

　次 に，昭和 6 （1931）年の 精神薄弱児童養護施設協議会 によ る 「精神薄弱児童養護施設に関
　 　 　 　 （72）

す る方案」を取 り土 げ ， 上記の 答申 と比較 して みた い 。 こ の 方案の 「身体養護1 の 昌頭 に ， 次

の よ うな養護 に関す る基本理念が述べ られて い る 。

　精神薄弱児童 は 普通 児 童 よ りも発育 に 於て 劣 り又
一
層多 くの 身体的欠陥を有 して 居 る こ とが 明か で あり，

而か も其 の 健康及体力は 彼等 が 将来 の 社会生活 に於て 最 も大切な る要素 を為す もの な るに つ きその 身体養
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護 に関 して は特別の考慮を払うこ とが 必要で ある 。

　続い て ， 具 体策と して 「学校給食」，「学校診療」， 「栄 養」，・「休養」，「空気と日光」，「運 動」
’

及 び 「衛生習慣」 に関す る留意 点が強調 されて い た 。

　 こ の両者を比較 したとき， 答 申で は学力向上の ため の 養護姿勢が ，

一方 ， 方案で は職業的 自

立 を指向した社会生活の ため の 基礎づ くりと い う養護姿勢が うか が われ る 。 この ことは ， 養護

に 対す る とらえ方の 発展 的変容 と考え て よ い だ ろう。
こ う した養護 の とらえ方 の 変容は ， 対象

児 の 問題 か ら生起 した もの と考 え られる 。 答申時頃の 特別学級教育 はまだ 、「明確な規定概念を

持 たず」「学業不振児や精薄児 等を無差別 に取扱 っ て い た傾向」 があり，他方，昭和期に 入 る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c73）

と； ア メ リカ の 教育心理学の 導入や知能検査の 実用化 も進み 「対象児 の 明確化」が促進 され た。

そ の 結果 ，特別学級の教育 内容が 「生活に 必要な社会 的な一般 的訓練を施す」 日常生活指導，

「知的教科よ りも技能的教科を重ん じた」 教科 目指導，並びに 「将来の 職業人 と して 必要な 」職 ，

業指導の 3 本柱とな り， 職業的 自立 の た め の 基礎準備教育が 中核に位置づ け られた 。
っ ま り，

対象見の 明確化が ， 教育の方針や 内容を変え ， ひい て は養護 を学力向上指向か ら職業的自立 指

向へ と変容 させ た の で ある 。 、　　 　 　 　
‘
　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　　

’

　なお ， 昭和 10年代半ばに は ， 国家主義 ・軍国主 義教育思潮が い っ そ う強ま るなか で ， 次の よ

うな現代的な健康概念 も芽生え て きて いた 。

　昭和 14 （1939）．年 ， 厂先 づ 第
一

達者な子供 に して や る ， 身体の 達者な こ とが 彼等 に と っ て 何よ りも重要
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （T4）

な 生活資本で あ るか ら
……

」， 「彼等 とて
……

生を享ける者 と して の 生存権 と，よ き生活を 得 よ うとす る欲

求を持 っ て い るの だ か ら ・…∫i5）

　こ の 精神薄弱児教育に 対す る考え方 に は，精神薄弱児で あ っ て も健康は 人間 らし い生活 を送

るた め の基底で あ ると い う現代的な養護観，言 い 換えれ ば ， 現在の 生活を大切 にす る人間尊重

に立脚 した民主 的 ・平和的な養護観を見 る こ とが で きる 。

　養護観の変容に関 して の 第 2点は，大正中期以降従来の 身体養護 に精神養護が加 え られたこ

とで ある 。 文部省は ， 大正 5 （1916）年普通学務局第二 課に学校衛生官を置 き， 学校衛生 の 普
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （76，）
及活動を強化 した 。 そ の 活動の 一つ に 「学校衛生参考資料」 の 発刊が あ っ た 。

こ の 資料は，「学
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （マ マ ）　 　 　 　 　 （77）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

「
　 　 ・

校衛生施設上 の参考に 資せ ん か為め上梓せ るもの 」で ， 欧米の 学校衛生 に関す る著書を訳出し

た もの で あ っ た。 こ の 先進国 の 実践 された資料の紹介 は， わが 国の 特別学級教育 に少なか らず
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （T8）

影響を与えた と言わ れ る 。 こ の 資料 の 各所 IC精神疾患をもつ 者や精神薄弱者を対象 と した精神

衛生の 重要性が ， 以下 の よ うに強調 され て い た 。

低能児童 の 教育 は 老練な る教員 と熟練な る医師 とが協力之 に 当らざ るべ からず。是等児童 の 内多数の 者

は能ふ 限り速か に治療を施すべ き著しき身体上の欠陥を有す 。 乃ち精神を矯正 し又身体を治療 し，身体上

の 教育を施す と同時 に 之 に 精神上 の 教育を施 さ ts
“
るべ か ら鷹

〉

　精神疾患の 諸原因
・…・・三 ，肉体の 疾患 一

精神疾患の 中に は他の 肉体諸疾患 IC原因す る もの あり。

……

過 労 赫 徹 に して 麟 谿 の 原因鱒、h
’
1
’”

四 瀦 禰 慣 一
肉体的原因の 夘 こ麟 鯨 邸 り・

’… 精

神的健康は肉体的健康 と同 じく大切なり。
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一

　精神健康の 原 則 を 教室 に 応 用すべ きか に つ い て 此処 に 実際的注意 を 述 べ ん とす 。 （一）、教授 を して 児童 の

恒久興味を募らしむべ し。

……
に） 過労を防ぐ

一…
日 説明，質問 は 児童の 注意時間 に適応すべ し。

……

〔四｝ 問題及課業は余 り複雑な るべ か らず
……

要約
……教授上児童 に 対す る要求は先づ 第

一
児童天賦 の 能

力 ， 発達の 階段，健康状態 に 適応すべ く，次 に 出来る限 り条件を与 へ て 活動 せ しむべ し。課業 と休息 とを

適当に 交互 に 置き……精神健康上 の 法則 に対して 意を用 ひ，又注意 ，観念胼合，情緒的応酬の 正当な る習
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （8D

慣 を発 達 せ しめ ん 事 を努 む べ し。　　　　　　　
『
　　

’

　 こ の 資料の
一部か らも推知で き るよ うに， こ の 資料に は，精神上 の 問題が大 き く取 り上げら

れ ， 身体的健康と と もに精神的健康の 必要性が 強調 され ， さ らに従来余 り問題にされ なか っ た

情緒問題 を初めとした具体的指導法が述べ られて い た 。 同資料の発刊に 続き ， さらiC文部省は ，

昭和 2 （工927）年か ら同 4 （1929）年 にか けて ・「学校衛生叢書」 を公刊 して い る 。 そ の 第 5 輯

に 「精神衛生」があ っ た 。 文部大臣官房体育課長で あ っ た北豊吉は ， その 序文で 「一般教育家
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （82）

は精神衛生 に就て 重大な責任の 大 半を分 担 しな けれ ば な らな い 」 と述 べ て い る 。 こ うし だ文部

省の 精神衛生強調の 姿勢は，学校衛生に おける新 しい動向で あり， 従来の 身体主体の養護に厚

みを加え，養護観の 変容に影響 した 。

　 こ の 精神衛生面 の 重視は，学校衛生 に関す る 主 要な規程で あ る身体検査規程にお い て も見 ら

れた 。 周知の よ うに ，明治30 （1
’

897）年 「学生生徒身体検査規程」 （直轄学校 に適用）が 制定

されて 以来 ，身体検査 に 関する規程は以後幾度か改定 された 。 それ らの規程 に おける精神衛生

に関す ると思われ る検査項 目内容 を抜粋す る と ， ψ（の よ うな 変化が 見 られた 。

　学 生生徒身体検査規程 （明治 30〈 1877＞年）：「身 体検査 ノ 項 目ハ 身長 ， 体重 ，

……其他」，「其他ノ 部 ニ

ハ 頭痛 ， 衂血等検査 ノ際 二 発見 シ タ ル 疾患 ヲ記入ス 」

　学生 生 徒身体検査 規程 （明 治33＜ 1900＞年）：「身体検 査 ハ 左 ノ 項 目 ニ ……一
身長，二 体重

’……十一疾

病」，
「疾病 ハ 腺病，栄養不良，貧血，脚気，肺結核，頭痛，衂血 ，神経衰弱 ，其他慣性疾 患 等…．…」

　学 生 生律項童 身 体 規 程 （大 正 9 ＜ 1920＞ 年 ）：「身 体検査ハ 左 ノ 項 目二
・・…・一

発育 （身 長，体重 ，胸囲 ，

概評 ） 二 栄養……十其 ノ 他 ノ 疾病及 異常，十一監察ノ 要否前項 目ノ 外必要 ト認 メ タ ル 事項 ∴ …」，
「其 ノ 他

ノ 疾病異常 ハ 検査 ノ際発見 シ タ ル モ ノ ヲ記入 ス ヘ シ 殊 二 結核性疾患
……

神経衰弱 ，精神障碍二 注意 ス ヘ

シ 」，
「監察 ノ 要否 ハ 検査 ノ 結果身心 ノ 健康状態不良 ニ シ テ 学校衛生上特 二 継続的二 監察 ヲ要 ス ト認 ム ル 者

ヲ 『要』 トシ記入 ス ル ……
」

　学校身体検査規程 （昭和12〈 1937＞年）：「身体検査 ハ 左 ノ 項目 二 ・…・・身長 ，体重 ，……其 ノ 他 ノ 疾病及

異常，前項 目 ノ外必要 卜認 メ汐ル 事項ハ 特二 検査 ヲ行 フ コ トヲ得 」，「其 ノ 他 ノ疾病及異常 二 就 テハ
， 呼吸

器，循環 器，消化器 ， 神経系等ヲ 検査 シ 結核性疾患……神経衰弱 J 言語障害，精神障害，．骨，関節ノ異常，

皿肢運動障碍等 ノ 発見 二 力 ム ベ シ 」，「前条 ノ 検査ヲ終了 シ タ ル トキ ハ 全身ノ 状態 ヲ 綜合考察 シ 身体虚弱，

精神薄弱又ハ 疾病及異常 ヲ有 ス ル 者 ニ シ テ学校衛生上特別養護 ノ 必要 ア リ ト認 ム ル モ ノ ヲ 『要養護』 トシ

　 ・」

　以上の よう1こ ， 明治 33 （1900）年 の規程で 検査項 目に神経衰弱が初め て 登場 し， 以後改重毎

に検査項 目にお ける精神的障害 ・異常に類す る内容は拡大
1
され て い っ た 。 従来の 学校衛生 は ，

環境衛生及び社会衛生領域に お ける身体養護 に 重 点が 置か れ て い た の で ある が ， 大正 9 （1920）

年の 改正規程によ り， 「身心 の健康」が 問われ ， 身体の 健康とともに精神の健康も学校衛生上
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の 監察対象 とな っ た の で あ る 。 な お ， 同年 ， 文部省令第 7号 を も っ て 「学校医ノ 資格及職務 二

関 ス ル 規程」が制定され，「病者，虚弱者，精神薄弱者等 ノ 暈督養護 二 関 ス ル 事項」が学校 医

の 職務内容に規定され た こ とも注 目すべ き こ とで あ っ た 。

　 こ うした学校衛生行政の 姿勢や学校衛生法規 の整備 もあり，初等教育界で は ， 児 童の 精神衛

生問題に つ い て の 認識は よ り深め られて い っ た もの と考 え られ る 。 大正末期か ら昭和期に ヵ｝け

て の 特別学級増設の なかで，現場で も精神養護 を重要視 した教育が実践され た 。 東京市林町小

学校 の促進学級は ， 当初 「心理 学者と医学者」 の協力を得て 医学的 ・心理学的な諸調査を行な

い ，その結果をもとに 「生理学心理学を基調 とした」指導法 を取 り入究誕7）

その指導の実際か
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （マ マ 〉

ら， 精神養護面の 配慮 と思わ れ る 事項を略記 して みよ う。 例 えば ， 児童 の 陰欝性に 対 して ， 次

の よ うな配慮を した 。

　イ
， 愉快 に 自由に 遊 ば し些こ と ， 教師は全 く児童 と な り共 に 快痢こ眺び廻 り ， 努 め て 児童を自由の 状聾

に おい て 活発 に 遊ばせ る様 に 導き，尚 ほ 遊ぶ 機会を多くした。ロ ，課業を軽減 した こ と，国語及算術の 学

力を救済す る こ と に主力を注ぎ，そ の他の 教科は すべ て 興 味中心 に取扱ふ こ とに した 。
ハ ，個別的指導を

した こ と，
・・…・

愉快を感 じ学習 に 興味を 持 っ 様 に 努 め た。……
教材 を 低下 させ な ければ な らな か っ た。・・…・

二

， 自由作業を課 した こ と
， 技能教科は多 く自由作業 と して 課 し興味を持 た せ る こ と に 努め ，特に こ の 時

間 に は各 自の 好きな作業を許 し遊戯的 に 指導 した 。
……

ホ ；同情を以 っ て 軍大 に 取扱 っ た こ と ， ∵
…常 IC

愛情を以 て 寛大 に 取扱 ひ
， 児童 を 絶えず鼓舞羣励 し，出来 る だ け多 く満足 の 機会を与 へ る こ とに努 め た。

　 　 　 　 　 　 　 　 （マ マ ）

　こ の 配慮は，「陰欝性の もの 七五 ％ 子供 らしい快活な 様子が な く， 顔色が 不愉快，す べ て 動

作が遅鈍，殊 に気弱 い 者が多 い 」 と い う観察 ・調査結果 に よ る もの で あ っ た。こ の 指導法には，

少な くとも二 っ の 精神衛生的 目標が 見 られる 。

一つ は ， 児童の 天賦の 力を利用 し， 快活な精神

と活発な活動力 を育て る こ とで あり， 他は ， 教師の 精神的 ・教育的援助に よ っ て 満足感を与え ，

自信を誘発 させ て活動力 ・学習力を向上 させ る こ とで あ っ た 。 即ち，こ こで の 教育は，自由で

興味ある遊麟を提供する こ とに よ っ て 快活な精神を ， 同情， 寛大， 愛情ある教育的鼓舞の 機会

を多 くつ くる こ と に よ っ て 自信の 誘発を図 り，活動力 を高め よ うと した もの で あ っ た 。 　．

　こ の 林町小学校の 特別学級で 実践 された精神養護重視の 指導は ， 対象児が 劣等児 ・低能児と

呼ばれた児童か ら精神薄弱児 に移行 した段階に あ っ て も，また多 くの 特別学級に お い て も実践

されて い た。 例えば，次の よ うな事例を挙げる こ とが で きる 。 　 ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （s5）

熊本市山崎小学校の特別学級 （大正 12＜1923＞年頃）：「感情性癖陶冶の 方針」 を掲げ指導 した。

　福島県 師範 学 校附 属小学 校 の 特別 学級 （大 正 13＜ 1924＞年 頃 ：教育方針 に は，「失 は れ た 児 童 の 本性 を

回復す る こ と ……一般 に陰欝で 遅 鈍で 不活発で あ る ……第一に 自由活動 の 境地を提供 し……愛情を以 て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （86 ）
……個性 に 適応 した処置をと る」，「本能 に根ざ レた教ff　＝作業化，遊戯化」などが挙げ られて い た。

　大阪市に お け る精神薄弱 児 の特別学級 （昭和 4＜ 1929＞年頃 ： 中大江小学 校の 特別学級 で は ，「教授の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （87 ）

方面」で 厂努め て 明 る い感情を以て 学習せ しめ る……」
’
こ となどが重視されて い た 。

　京都市 に於ける特別学級 （昭和ユo〈1935＞年頃 ：崇仁小学校の 特別学級で は，「彼等に適 した教材を…・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （88 ＞

．遊戯化，作業化 して 面 白く愉快に 学習」 させ る よ うに して い た。
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12 北　野 与 　
一

　木陬市 に おける国民学校特別養護学級 （昭和17＜1942＞年頃 ： 田村肇に よ る大阪市某国民学校 に おける

実践報告 の なかに ，「抑圧萎縮 して ゐる児童 の 精神を引き立 て ，明 るい 心持ちで学習す るや うに 導 く」，「常

に快感を以 て事に当り……」 な ど の 指導法が 紹介されて い 9Bl）

　以上 の 事例 の よ うに，国民学校時代に 入 っ て も精神養護面を重視 した教育が実践され て い た

が ， 同時にまた軍国主義 ・国家主義的な教育観 も強ま りつ つ あ り， 特別学級教育 もそ の 本流に

巻き込 まれ て い っ た。「彼等 も陛下 の赤子
……

重 大時局 に活かす べ き人的資 材 の
一

つ
……

社会
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 cgo）

秩序を こ わ さ ぬ ため に も・…・・
普通 学級の 能率を高め るた めに」， あ る い は 「将来智的労働に従

事す る か筋肉労働に 従事す るかの 相違で あ っ て ，

・…・・そ の 適する職域に おい て 能率高き御奉公
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （9D

がで き る道程へ の 教育で あ る」な どの 教育観が ， 戦局 の激化 と ともに強ま りつ つ あ っ た 。 重 大

事局を乗 り切 るため ， 精神薄弱児 も 「御奉公」の ため の 「人的資材」と考 え られ るよ うに なり，

教師は戦場へ ，教室は戦災で 焼失 した り ， あ る い は軍部 に没収され た り，と い う状況で 教育さ

え も消滅 して しま うの で ある。大阪市立思斉国民学校で は，集団疎開先に あ っ て も教育活動を

存続 さ せ よ うと したが ，物質や食糧不足 た悩ま され，教師 も児童 も自らの 生命を保 つ ための 最
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （92）

低限の 生活を強い られた と い う。

V 「
体 育 の 実 際

　 1．
．
大正 中期 ・戦前の 体操科教育

｛1） 教 授 方 針

　大正 の 初期よ り昭和 16 （1941）年の 国民 学校令公布時まで の小学校体操科教授方針は，小学
　 　 　 　 　 　 　 　 （92）
校 令施 行規則第 10条 を根 拠 と した大正 2 （1913）年の 学校体操教授要 目 ， 並 び に そ の 後再三 に

わた っ て 改正をみ た各要 目に よ らて 明示 されて い た 。 当初の 要 目の 要旨内容を類別する と， 「身

体各部の 均斉な る発育」，「各機能の 完全な る発達」，「動作の機敏 と耐久の 養成」，「精神 の快活

と剛毅の 葦嘆」 及び 「規律と協同を尚ぶ 習慣の 養成」が 主要な方針で あ っ た。大正 15 （1926）

年 の 改正 要 目で は 「身体 ノ 健 全 ナ ル 発達 」が ，また昭和 11 （1936 ）年 の 改正要 目で は 「身体ノ

健 全 ナ ル 発 達」 と 「人格 ヲ 陶冶 ス ル 」 こ とが 強調 され ， 改正 毎に そめ基準性が 強化 され て い

っ た 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　特別学級の 体操科教育は ，

一
方で 小学校令や学校体操教授要目に よ る法的規制を受け ， 他方

で 対象児の 能力 ・ 障害や 学級編制形態に よ っ て 制約を受けて い た 。 こ うした制約の なか で ， 発

足当初の 特別学級 （促進学級型が 多か っ た）で は，学力向上 ・ 知能啓発を 目標 に 掲げ，主 とし
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （93），（94）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （95），（96 ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （97），cg8）　　　　　　　　　　　（99）1 （100）

て 「意志 に従 っ て 行動が 出来る」， 「動作の機敏 。活発」，「快活な心情」，「注意 の 集中」 な どが

教授 の方針 として 強調 された。つ まり，心身の 矯正 ・治療中心の 養護的内容の もの で あ っ た。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1σ1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （102）

そ の 後，昭和期 に入 っ て補助学級が主流 を 占め る に伴い ，「健康及体力」，「身体の 発 育 ・発達」，
　 　 　 　 　 （io3）　　　　　　　　　　　　　 （104）

1

「身体の健康」， 「心身の 調和的発達」などが方針に掲 げ られ る よ うに な っ た 。 昭和 10、（1935）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （IO5 ），〔106 ）

年代 に は，桜井 らも報告 して い るよ うに ， 職業的 自立が教育方 針 の 中核 とな り ， 「学科 の 教授

よりはむ しろ養護や訓練に重点」 を置 くように なる 。 従 っ て ， 体操科で も職業準備指向の 「強
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （lOT＞，（io8 ）

健 な 人，働 く こ と が好きな 人」 の 育成が 方針 の 柱 とな り，総合的教授 の な か で の 体育的取 り扱
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．（l，eg ）

い は，養護面で も訓練面で もよ り重要性を増 して い っ た a しか し， こ れ らの 教授方針をそれぞ
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れa）．ag期 に適用されて い た要 目と比 較 した とき，あ る学級やあ る時期に多様性 ・独自性 も見 ら

れ たが，概 して それは，障害児 とい う特殊事情か ら法規の 一部を強調 した り，ある い は削除 し

た りした現実 的 ・具体 的な もの で あ っ た と言え る 。

  　教 授 内 容
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cllo）　　　　 “ユ1）

　こ の 時期の 特別学級の 編制法 を概観す る と ， 移動式 ， 分団式及 び能力別式ぢど ， 教育事情 に

よ っ て 多様な編制が試行されて い た 。 移動式及び分団式で は，体操科に おける教 授内容 ・方法
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cl！2 ）

は健常児 と同 じ取 り扱 い をす る の が
一

般的で あ っ た の で ， こ こ で は省略す るが，能力別編制法

に よ る特別学級教育 の もとで は，特殊性 も見 られる こ とか ら， こ の 編制法に よ る特別学級教育

を 中心 に検討を加 えた い
。 初め に，そ こ に実践 された教育が，法規上の 制約の なかで い か な る

対応を見せたか に つ い て 概観 して お く必 要が ある 。 こ れ らの 学級で 実践 され た教育課程 を総括

す る と，次の よ うな教授形態が見 られた 。

　  一般的に見 られ たも の で あ るが ， 教科 目及 び時間数は規定通 りに 実施する こ とに な っ て い ・

る が ，状況に よ っ て 弾力的に 授業を行な う。

　  教科 目は規定通 りに実施す る が ，教科 目の 重要性に よ っ て 時間数 を増減す る 。 例 えば ， 島
　 　 　 　 　 　 　 　 Cl13）

根県西須佐小特別学級で 見 られ，「読方 と算術」が多 く課せ られた 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （114）

　  特定の 教科 目を組み合わせ る ， い わ ゆ る合科的取 り扱 い をする 。 例え ば，東京高師附小補
　 　 ｛115 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（116）

助学級や長崎市佐吉小特殊学級で 試行 され ， 主 と して 技 能的教 科 と知的教科が合科的 に取 り扱

われ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ltT）

　   特定の教科 目を組み合わせ る が ， 教科を間切 りしな い で総合的に 教 授す る。例 えば，島根
　 　 　 　 　 　 　 　 ｛118 ）　　　　　　　　　　　　　　 ｛119）

県女師附小特殊学級や東京市の 特別学級で 実践された 。 東京市の 場合 ， 「教科目は 児童 の 生活

指導を中心 と し， な る べ く総合的な取り扱 い 」 をすると い うもの で あ っ た。具体的に は，「生

活科ある い は郷土科 と して 修身 ， 国史 ， 地理 ， 理 科
……

直観科ある い は観察科ど して 理科，図
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （120）

画，，綴方……作業科 と して 手工 ， 図画，裁縫 ・…・
そ の 他体操 と唱歌 とを連絡 して 遊戯 と して 指

導す る」 もの で あ つ た 。

　   規定教科 目か らある教科を除 い た り，新 しい 教科を加 え た りす る 。 こ れ に は，単科で 加除
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （重21 ）　　　　　　　 〔122）

す る もの と，合科的に加除する もの が見 られ た 。 前者は滝乃川 学園や藤倉学園な どの 施設で ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c123 ）

後者 は福島県帰附小特別学級で 実践 された 。 福 島県帰附小特別学級 日課表に よれば ， 修身 ， 歴

史，地理 ，体操は除かれ ，新た に遊戯， お話 ， 作業が加設され て い た 。

　 以上の 教授形態は ， 対象児の知 的能力の 遅滞 ， 早期疲労 ・嫌怠 ， 注意集中力の 欠如 な ど対応 ，

さ らに それ らが
一

人 ひ と り異 な っ て い ると い う実態か ら生起 した もの で あ っ た 。 従 っ て ，実際
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c124）

面で は，日課表 も形式的にな り，弾力的な取 り扱 い とな らざるを得 なか っ た の で あ る。 こ う し

た実践を体育的視点で と らえた場合 ， そ こ に は危 ぐす べ き若干の 問題 が散見され た 。 当時 ， ま

だ遊戯教授法 は十分に体系化 されて お らず，しかも生活指導や職業指導中心の教育，ある い は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c125 ）

教授時 間の 弾力的な取 り扱い な どか ら， 体操科的教授が安易に流れ る危険性が あ っ た 。 また

「体操科の教授 時数 を減 じた るも一方郊外教授，遠足等 を行 ひ体操科 と相俟 っ て体育養護 の 目

的を十分に達成せ 誉野芒い う教科 ・行 事の 統合姿勢や ， 「作業に も……純粋の 作業を目的と し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，　　　　　　　　　　　　　 （127）
て 行は じめる もの と ，

……
作業の 中に他 の 体育 の 目的 を加味 して 居 る もの とがあ る」 とす る作

業 ・遊戯運 動 の 同
一化 の 理 念な ど ，

こ こ に も体操科的教授の 無意図的 とな る危険性が あ っ た 。

115

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokurlku 　Unlverslty

14 北　野　与

　体操科の 教授内容は，大正 2 （1913）年 の要目で は体操 ， 教練及 び遊戯の 3領域で あ り，同

15 （1925）年 の要 目で 競技が加 え られ ， 4 領域 と な っ た 。 先 に も述べ たが， こ れ らの 領域が そ

の ま ま特別学級に 取 り入れ られたわけで はな い 。 小林佐源治 ， 真行寺朗生，杉 田裕 らを初め と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （128）

した研究者た ち の 報告に も見 られるよ うに ， 遊戯主体で あ り， 体操 （簡易な体操） は遊戯に 次

ぐ取 り扱 い で あ っ た 。 また教練は教育課程 に見 られ て も簡易な行進程度 に終わ っ て い た 。 つ ま

り ， 体操科の 教授内容 も， 他教科 の それ と同 じ く水増 しされ た もの で あ っ た 。
こ の 水増しされ

た教授内容 の な か で ，それ ぞれ の 運動教材が あ る 目標 を も っ て 課 せ られ て い た。運動 教材に 対

す る期待 は教 師個人 ・個人に よ っ て若干異な っ て お り， それ らを ま とめ る こ とは困難で あるが，

強い て ま とめ る と，次の よ うで あ っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c129）　　　　　 （13o ）

　  快活 ・愉快な心情の 育成 ：自由遊戯 （例えば ， ブ ラ ン コ 遊 び ・滑 り台遊 び，砂遊 び），伝
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （131）　　　　　　　　 〈132 ）　　　　　　　　　　　　　　　 （133）

統的遊び （例えば，・陣取 り遊 び，ざ っ こ つ り，石 けり ・おは じき）など
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （134）

　  全身的活 力の 養成 ： 駈 け足 ・旗取 り鬼 ご っ こ ・綱引 き ・手 つ な ぎ鬼 ・猫 とねずみ ， ボール

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （135）　　　　　　　　　　　　　　　（136 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（137）

投げ ・キ ャ ッ チ ボール ・ボ ール け り・跳躍，旗送 り ・鎖行進 ， 鬼 ご っ こ ・ 水遊び ・木の ぼり，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （138）　　　　　　　　　　 （139）

海水浴 ・簡易な徒手体操 ・簡易な器械体操 ， 散歩 ・遠 足な ど

　  注意力 ・意志力の 養成 ：擬戦 ・ 玉投げ ・ ボ
ー

ル 落 と し ・ バ ス ケ ッ トボ ー
ル ・ ボ 厂 ル 渡 し ・

　 　 　 　 　 　 　 （140 ｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （141）　　　　　　　　（142）

石 けり ・おは じき，ボ ー
ル 投 げ ・

キ ャ ッ チ ボ
ー

ル ・穴入 れ ・組み立て 遊び，豆袋投げ ， デ ッ ド
　 　 　 　 　 　 　 　 （143 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（工44 ）

ボ T ル ・足す くい 遊 び，ま りつ き ・縄 とび ・ジ ャ ン ケ ン とび ・輪投げ， ド ッ ジ ボー
ル ・キ ッ ク

　 　 （風45）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（146 ）

ボ
ー

ル ，姿勢模倣 ・擬テ ニ ス な ど

　  運 動感覚 （協同 ・機敏 ・平衡 ）の 養成 ：律動的行進 ・縄 とび ・デ ッ ドポ
ー

ル
・足す くい 遊

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （14T ）

び ・駈 け足 ・固定円木渡 り・平均 台歩き ・縄上歩 き，器具の 持ち上げ ・模倣動作 ・ボ
ー

ル の 投
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く14B）
げ合 い ・階段昇 降 ・跳躍 ・自転車乗 り ・綱引きな ど
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （王49）　　　　　　　　（150）　　　　　　　　（151）

　  歩行 ・姿勢の 矯正 ：横状の 梯子歩き ・レ ン ガ上 歩き ， 線上 歩き ， 医療体操な ど
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （i52）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（153 ）　　　　　　　　（154 ）

　  職 業的な 技術の 養成 ：割烹遊び ， 買い もの 遊び ・電話 遊び ・あきな い 遊 び ， 自転車乗り

な ど

　こ の よ うに ， 遊戯を 中心 とした 身体運動にそれぞれ 目標を もたせ て 実践 した こ とは，体操科

的活動が教育の なか で 位置づ け られるた め の 必須条件の 一
つ で あり，評価すべ きこ とで あ っ た 。

しか し，こ の 時期に は ， 昭和 30年代後半 に見 られ た よ うな遊びを体系化 しよ うとする動きは芽
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （・155）

生え なか っ た 。 なお ， 課外活動 として 遊戯を課 して 生活指導を行な っ た学級や ， 業間などで 冷
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛i56 ）

水浴，日光浴，空気浴，乾布摩擦な どを実施 し，養護活動を強化 しよ うとした学級 もあ っ た こ

とを附記 して お きた い 。

｛3｝ 教　授　法

　小学校で は，体操科の 教材は，運動領域毎に学年に応 じて 配当され教授 された 。 しか し， 特

別学級で は ， そ うした教授 と異な り， 知的遅滞や障害の程度 に応 じて ある階梯の もとで 教授 さ

れた 。 っ ま り， 厂規定遊戯」や 「簡易な体操」 まで も っ て い くため の 階梯が考え られて い た 。

　 　 （157 ）　　　　　　（158）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（159）　　　（160）

　脇 田や三 田谷は ， 自由遊戯 よ り規定遊戯へ と移行 して い くこ とを強調 し， また荒木や小林は ，

指導 の初 め の 段階で 自由遊戯を巧み に 取 り入れ ， そ れを教材 と して 活性化 して い っ た 。 こ の よ

うに ， 自由遊戯は ， 規定遊戯へ 移 っ て い くための 基礎教材と考え られ て い た 。 先ず自由遊戯か

ら出発 し，「単一
の 遊戯」・ 「単一運動」，「簡易な模倣 遊 戯」 へ と進み ， 漸次巧緻性を伴わな い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （王61 ）

規定遊戯， ある い は 「簡易な体操」 させ て い く方法が
一

般的階梯で あ っ た 。 精神薄弱児に おけ
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る筋肉活動の 練習にお いて ，「自発活動をよび お こす に足 る もの 」か ら始め，「更に 緊張づ け，

秩序づけ られ る もの へ 移調」 し．「鍛錬的」 な もの へ ，「最後 に職業的訓練 へ まで を目 ざす」 と
　 　 　 　 （162）

い う考え方が基本とな っ て い た もの と思 われる 。

　対象児の知的 遅滞や障害の 程度 ， あ る い は学級 の 経営形態に よ っ て 強調点な ど若干異 なるが，

こ の 階梯化 された身体運動 の 教授上で 次の よ うな基本的原則が遵 守され て い た 。

　  個別化 ：個人個人 の 能力や 障害 の 程度 に応 じて 教授内容や方法を考慮 し教授する もの で，

「個 人的に矯 正 した り……甚だ しき拙劣者 に 向っ て は ， 歩調 とか ， 腕 とか，手指の 運動な どを
　 　 　 　 　 　 （163）

十分 に奨励す る」 などの 事例が これで ある。　　　　　　　　
’

　   興味化 ： 学習に対する興味や 関心は ，特に注意 の 集中や 学習の 持続 とも深 く関連 し，よ り

教育効果を挙 げるた め の 必須条件 と考え られた 。 こ の こ とは，教授の 遊戯化，言い 換えれば遊

戯主 体の 教授内容とな っ て 実践 され た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛I64）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （165）　　　　　　
　

　   反復化 ： こ の こ とは，説明や模範の 模倣反復，ある い は児童 自身の 反復練習を意味す る 。 ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛Is6 ）

　  単純化 二単
一

運 動 な ど，「低 度を低 く し」 た運 動を課 した り，指示
・説明を簡明化す る こ

　 　 　 （i67 ）

とで あ る。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （16B｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （169 ）

　  模倣化 ：「注意 の 練習」や 「運動感覚」 の練習 に お い て 教師の 行な う運動を模倣 させ た り，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t　　 　　 　　 　 （ITO）

厂ご っ こ 」遊び の ような 「模倣遊 戯」を課 した 。

　   直観化 ：具体的な教材 ・教具を使用 し， 理 解を は や め る。体操科で も新 しい 教材 ・教具の
　 　 　 　 　 （l71），，（172 ）　　　　　　 　　　　　　　　　　　 （Iv3｝，（t74 ）

開発が芽生え た 。 ま た 「林間学校 ・海浜学校」な ど ， 自然環境を利用 する こ と も重視 され た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CITS）

　   生活化 ： 日常の 遊び で ある地域社会的な 自然的遊び ・伝統的遊 び ， 自転車乗 りや手工 ・園
　 　 　 　 　 　 　 　 c176）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 く177）

芸な どの 作業的学習，あ る い は 「林間学校 ・海浜学校」で の 総合学習の なか に生活教育的教授

が試行 され た。

　   総 合化 二教科的枠を はず した教授法で あり， こ こ で ば体操科的身体運動 と他教科が 合科さ

れた形で 教 授する こ とを意味する。例え ば，「
一

つ の r数 』 を教え るに して も，投球板 と い う
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （178）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（179）
もの を使い 遊 びを通 して や る」，「体操 と唱歌 とを連絡 して 遊戯 と して指導する」， 「歩測 ， ジ ャ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Clsa）
ン ケ ン ト覧 ワ ナ ゲ ，

マ リツ キ等で 数 へ 方練習」す る こ とな どが事例 として 挙げ られる 。

　 これ らの諸原則 は，従来，特に 知的教科に おい て 強調 されがちで あ っ たが ， 体操科教育で も

適用 される よ うにな っ 、た。 先の教授階梯の 定着化 やこ の教授上 の基本原則の 適用は ， 体操科教

育 の 科学化 に も通ず る もの が あ り， 注目すべ き こ とで あ っ た 。 しか し ，
こ れ らの 諸原則を検討

する と，そ の 多 くは，石井亮L （1867 − 1937）や 乙竹岩造を初め と した多 くの 先覚者 らに よ っ

て 明治末期以来唱導 されて きた もの で あ り，一方 t．それ らは，明治期以来近代的な教授上の 原

則 と して 初等教育の なか で 成熟 し，大正新教 育の も とで 脚光を浴びて きた もの もあ っ た 6 例え

ば ， 直観教授は， 明治 10年代後半か ら同 20年代前半にか けて わが 国に導入 され ， 大正期 に児童
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （181 ）

中心主義の 教育が主張 されて 再び強調 され始め た教授法で あ っ た 。 また生活教育 は，明治期後
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （IB2 ）

半に移入され ， 大正 期にお ける新教育運動の もとで 発展 した思 潮で あ っ た 。 昭和 10年前後 には ，

　 　 　 　 　 （IS3）

「体育の 生活化」が 叫ば れ るよ う に な る 。 模倣や 反復な ど も， 大正初期以来小学校体操科 に お
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （Is4 ）

ける教授法の 一つ と して 認識 されて い た 。 従 っ て う こ れ らの 諸原則 は ， 特別学級教育で は重視

され ， 深化 して い っ たと考え られるもの の ，決 して こ の 教育 の もとで の み発展 した の で はな く，

初等教育の なか で成熟 した思潮 と欧米 の 精神薄弱 児教育 の 移入 に よ っ て 啓蒙され た思潮と の 二

系譜に よ る相補作用に よ っ て 適用 された原則で あ
』
っ た と考え ねばな らな い 。
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　 2 ． 戦時体制 下 の 体錬科教育

　 「皇国 ノ道 二 則 リテ初等普通教育ヲ施 シ 国民ノ基礎的錬成 ヲ為ス 」 こ とを 目的と した国民学

校令が ，昭和 16 （1941）年 3 月に公布 された 。 小学校 は国民学校 と改正 され ， 同令施行規則第
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （185 ＞

53条に よ っ て 障害児の ため の 養護学級及 び養護学校の 設置が認 め られた。初等科の 教科は，国

民科，理 数科，体錬科，芸能科 に統合 され ， 体錬科で は， 「身体ヲ鍛錬 シ 精神ヲ錬磨 シ テ 闊達

剛健 ナ ル 心 身 ヲ育成 シ 献身奉公 ノ 実践力 二 培フ 」 こ とが要旨とされ ， 体操 ， 教練 ， 遊 戯競技 ，

武道，衛生が課せ られる こ ととな っ た 。また こ の 要 旨に 則 り，同17 （1942）年 9 月・国民学校体

錬科教授要項が ， 翌月国民学校体錬科教授要項実施細目が相次い で制定され た 。

　 ざて ，国民学校令が施行 されて 戦時体制が急速に 強化 されて い く情勢下で ，精神薄弱児 を対

象 とす る養護学級教育や養護学校教育は どの よ うな変化 を見せ た で あろ うか 。 文部省調査 によ

れ ば， 養護学級数は ， 昭和 16年度 1412学級 ， 同 17年度 1682学級 ， 同18年度 1786学級，同 19年度
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （185）　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　

　

2486学級，同20年度 517 学級とな っ て い る 。 しか し， そ の 大部分は身体虚弱児や病弱児対象の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （IST）

学級で あ り， 精神薄弱児対象の学級は 同20 （1945）年に向けて 減少 ・消滅の傾向を示 した 。 ち
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cl8B）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （18e）

な み に，昭和17 （1942 ）年東京市で 31学級，大阪市で 21学級が存在 した。養護学級や養護学校

を 国 民学校 の なか に位置づ けた の は ， あ くま で も国民総動 員 に障害者 をも含め るた め の 措置

とも考え られ，昭和 15 （1940）年の 国民優生 法の 障害者切
1
り捨て の 発想を初め，「あま り国の

　 　 　 　 　 　 （1go）
・ため に な らな い 」 と い う社会の 声や ， 「あんな役に たたん ア ホを教 育す る よ り，青年 訓 練所 に
　 　 （191 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

幽
　　　　　　　　　　　　　　　　

’

した ら」 とい う軍部の声など も示す よ うに ， 戦争 に役に立 た な い ・役立 ちそ うにな い精神薄弱

児を取 り巻 く環境 は ， 決 して 温か く恵 まれた もの で は なか っ た 。

　 現場で は
，

「特殊学級が つ ぶ れて は大変だ」と い うこ とで 「国民学校 に設置され る べ き精薄
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （192 ）

児学級の 経 営試 案」を作成 した り， 「そ の 適 す る職域 に お い て 能率高 き御奉公が で きる」よ う

努力がな された。以下に， こ の 教育 の 実態 の 若干 を紹介 して み よ う。

　 　 　 　 　 （193 ）

滋野校養護学級 （昭和16〈 1941＞年頃）

　収容児 の 状況 ：「児童数15
，

1年 1 名 ，
2 年 2名 ，

3年 2名 ，
4年 1名，5 年 2名， 6年 2 名，高等科

（補習科）5名で あ り， 知能 は 魯鈍 とい うよ り相当低 い もの が 混入 して い た 」

　教育の 目標 ；「明朗で 正直で よ く働く」 人間 づ くり， 「人 に 迷惑 を か けぬ程度の 自立 が で き る」

　指導の 重点 ：生活指導，職業指導
　　　　　　　 L

　体操科教育 ：「体操 」 は 週 2時間，r養護 と鍛錬 」 を重視す る。特に 「体の コ ン ト ロ
ー

ル の 練習」 を主 と

する。「欠陥を根気よ く矯正 して や る」。「専門の 医師 と相談 して 個別 的に 取 り扱 っ て 行 く」。 「薄着 ，
日光

浴」 を実施す る 。 歩行練習，走 る，ボール 投げ，平均台歩行，物 をかつ ぐなどの 簡単な運動を課す 。 将来

の た め に 自転車乗 りを練習 させ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （194 ）

大阪市某校特別養護学級 （昭和 17〈1942＞年頃）

　収容児の 状 況 ：「第
一

学年児二 名 （男
一

， 女
一） 第 二 学 年児 三 名 （男

一
，女二 ）第 四 学年児

一
名 （男

一
）

第五 学年児三名 （男
一

， 女二 ）第六学年児六名 （男四，女二 ）」，知能指数不明 1 名，不能 1名，40〜49が

3名，50〜59が 1名，60〜69が 2名，70〜79が 6名，80〜89が 1名 で あ っ た。

　教育 の 目標 ：「社会人 として 天賦 の 能力を発揮 して ，そ の 適す る職域 に お い て 能率高き御奉公が で きる」

よ う教育す る 。

　指導 の 実際 二教授 ……「総合的取扱 ひ を な し」，「明 る し1心持ちに 学習する や う」「個別的に 指導する」。

「作業及 作業的学習を 重 ん じすべ て 具体的直観 的 に 取扱ふ 」。「単純化 して ，しか して 反 復練 習 す る 」。「日常
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必 須 の 常識 の 教養を な す」。 訓練……「常に 自信を保た しむ る」。 「児童環境の統整につ とめ る」。 「快感を 以

て 事 に 当 り義務 自責 の 念 の 啓発 に 特 に 意 を 用 ゆ る 」。 「習得 した る良行 為 は 習 慣性 と な る ま で 気長 く持続励

行せ しむる」。 「堅忍持久の 精神涵養」。 「神を畏れ人を敬する精神の 培養」。 養護
・…・・

「身体養護 に は格別 の

注意 と努力」を払 う。運動 ， 歩行，体操 の 奨励 ，栄養 の 指導を行なう。

　 　 　 　 　 　 　 　 （195 〕

大津市 中央校養護学級 （昭和18＜1943＞年）

　収容児 の 状況 二「工Q六〇以下の 児童八名」

　指導 内容 ：「
一

， 朝の 行事 （挨拶 ， 歯みが き
， 摩擦，ラ ジ オ体操，清掃 ） 二 ，学科学習 （読 み方 ， 算数 ，

時事問題，郷土 地 理 ，歴史，自然観察 ） 三 ，基礎学習 1 （感覚筋肉訓練 ，諸作法，積木 ，紐結び，砂袋運

搬，盆 ，戸 の 開閉）基礎学習 H （音感，色感 ，判別力訓練，手先コ ン トロ
ー

ル 練習，音楽，図画，工作）

四 ，作業 （農 園
， 動物飼育 ，

1 竹本 工 ，封筒 ， 運搬，清掃，適応作業） こ れ に基 づ い て
， 個々の 児童の 週計

画を立 て た 」

大肺 立思斉齦 学劉 昭和 、6〈、94、〉年
一

同 、8〈、943＞年）

　収容児の 状況 二児童数，昭和15年度 34名，同17年度 44名，同18年度 75名。・

　教育 方針 ：「｛1）児 童生徒 の 活動性を尊重す る。  視聴覚教育を重 ん ず る。（3撒 材を児 童生徒 の 要求 に応

じて 単純化す る。t4）個性 に適応 した指導を行 う。  生活指導及び職業指導 に重点をお く。 （6）精神，身体の

発 達及 び健康管理 に 留意する 。」

　指導 の 実 際 ：「時間 割 IC制限 さ れ ず生活学 習 」 中心 に 指導す る。．「青空教室で体力づ くり と生活学習」 を

行なう 。 「身辺生活の躾と集団生活参加の 訓練」を実施する 。 「心身 の 健康を留意 し，一週間に一度は郊外

に 出て 実物教育，自然観察を実施 」 す る。

　F手 指 の 訓 練 と して
……基礎訓練木 工 作業」

，
「遊 戯治療 」，「学校給 食 」 を行 な う。「精神科医 」 「外科内

科医」 を 置き、「治療診断」 を行な う。

　「御奉公 」や 厂皇国民の 錬成」 の 教育思 潮 が養護学級教育に も及 ん だ の は当然な こ とで あ る
（ig7）

が，昭和 18 （1943）年頃 ま
』
で は ， そ の 教育内容や方法 の 特殊性か ら，従来か らの 地味で 着実な

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （tg8）

実践が継続 されたもの と考 え られ る6 こ の こ とは ， 前述 の経営試案が実現 して い ない こ とや，

上記 の 若干の事例か らも明 らかで ある。

　戦局 は昭和18 （1943）年後半よ り激化 し， 同19（1944）年政府 は 「国民学校初等科児童 ノ疎

開 ヲ強度 二 促進 ス ル 」 こ とを決定 し；縁故の な い 者に対 し集団疎開 の 方法が と られ る こ ど とな

っ た 。 同年帝都学童集団疎開実施要領が決定され，東京市内の 補助学級 はす べ て解散 ， 京都で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （199），（200）

も翌年補助学級の 解散命令が発せ られた。 わが 国唯一の 精神薄弱児の ため の大阪市立思斉国民

学校 も ， 先 に も触れ たが ， 同20 （1945 ）年 4 月木阪府泉北部南池田村 国分に集団疎 開，「精薄

児 に 対 して 冷淡」 な 社会環境 の なかで ，「学習よ り食 べ る教 育」，、「無か ら有を生みだす労作教
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2o1）

育」，「人問ま る裸の 教育」を強い られ た と い う。そ こ に は，わ ずか に 生命を支えて い くための

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （202 ），（zo3）

養護 しか残 されて い なか っ た 。 さ らに また ， 担任教師や こ の 教育の 硬究者 に も応召が あり， そ

の 教え子 たち の 多 くも応召されて い っ た 。 、こ の 戦争は ，

「
漸 く曙光を見出 し前進 しよ うとしたか

に見え た精神薄弱児対象の ひ弱 い 教育 さえ も無残 に打ち砕 き， しか も新た に 多 くの 障害児をっ

　 　 （205 ）　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　 、　　 　　　　　　　　　 　　 i

く っ た の で ある。

　最後に ， 本稿で は，文献資料上 の 旧漢字を 当用漢字 に変 えられ る範囲内で 変え て 使用 した こ

とを附記 して お きた い 。
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一

VI　お　わ　 り　 に

　わが国にお ける 戦後精神薄弱児教育の 基礎づ くりが なされた と考 え られる大正 中期か ら第 2

次大戦の 終戦時まで を対象 と して，特別学級教育 （知能障害児教育）に おける体操科教育の一

端に触れ た が
， そ の 結果，若干 の 所見が得 られ た の で ， それ らを次 に ま とめて 結語 とす る 。

　1， 知能障害児対象の特別学級教育は ， 劣等児や学業不振児の救済教育か ら次第 に精神薄弱

児そ の もの の 適応教育 へ と進展 した 。 従 っ て ，そ の 教育方針も，従来 の 学力向上指向の 方針か

ら生活指導や職業指導重視の 自立指向の 方針に変わ っ た。そ の 背景 には ， 対象児 の 明確化が あ

り，対象児の 重度化が あ っ た 。 こ うした教育情勢の なか で ，

「
こ の教育に おける養護観に も変容

が見 bれた 。 即ち ， 養護観 は ， 従来の 学力向上指向の 狭 あい な養護観か ら精神的養護 も加 えた

職業的自立指向の 現代的 ・人間的養護観へ と高次化 した。

　2．　 こ の 期間 に おけ る体操科 （体錬科）教育の 全体像を明 らか にす るには ， さらに詳細な検

討が 必要 で あるが ，昭和 18 （1943）年頃まで ほ ぼ次の よ うな教授 （指導）方針 ・内容 ・方法で

実践された 。

　  方針の 基調 は，健康で 働け る か らだと心 を も っ た 自立 で き る 人 間の 育成で あ っ た 。

　  内容は水増 しされたもの で ，遊戯主体で あ っ たが，個 々 の 運動教材 に は，そ れぞれ 期待さ

れ る 目標が想定 され て い た 。

　  目標を もっ た運 動教材が ，

一
定め階梯の もと で 能力や 障害に応 じ教授 （指導）

．
され ， そ こ

で は，個別化 ・興味化・反復化・模倣イLr直観化・生 活化 ・総合化な ど の 基本的な指導原 則が 適用 さ

れ て い た 。 終戦が 迫る と，こ の 教育 そ の もの は消滅 して し ま うが ，以上の体操科 （体錬科）教

育 の 実践 は，戦後 の 精神薄弱児体育へ の 基礎づ くり的意義 をも っ て い た。

　末尾 で あ るが ， 本稿に 関す る文献資料の 検索 ・収集 に 当た り， 東京 学芸大学附属養護 学校教

諭青木純一氏の ご協力を賜わ つた こ とを記 し，感謝の 意を表す る もの で ある。
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　の 問題は，同書を主要な参考資料として叙述する。

旺O｝ 杉浦守邦 ， 前掲書 ，p ．109．

  　荒川勇 ・大井清吉 ・中野善 達
， 前掲書 ， p．88．同書 の 「東京市内補助学級数 の 変遷」を 引用 した。

（IM　藤井力夫 ， 「大阪市 に お ける精神薄弱児 r特別学級』の 成立過程」，精神薄弱問題史研究紀要 ，第 5号，

　 p．39，1967．

〔13｝藤井力夫 ， 前掲論文 ， p ．39．

Udi藤井力夫，前掲論文，　 p ．39．杉浦守邦，前掲書，　 p ．132．大正 12 （1923）年 か ら昭和 5 （1930）年ま

　で は 前者 の 資料 に よ り，また 昭和 7 （1932）年 か ら同17 （1942）年 ま で は 後者 の 資料 に よ っ た。

G5｝ 大島正徳，「京都市に 於け る精薄児 教育の 成立過程 」，精神薄弱問 題史研究紀要 ，第 5号 ，　 p．45．1967．

　以 下，京都 に関 す る問題 は，同論文を主 要 な参考資料と した。

ll6） 阿部七 五 三 吉 ・小野秀瑠 ， 知能査 定 を 主 とす る 促進教育之新研究 ， 培風館 ，
1921，　p．16．なお，阿部

　らは ， 当時高揚 しつ 丶 あ っ た 文化主義 の 影響 に っ い て も， 「文化主義 の 提唱に よ っ て 国民は新た な文化

　的反省を 余儀な くされ ・…・・一は一
国文化 の 最高水準 を 進 む る こ とで

， 他 は 同 じく最底の 標準を向上せ し

　む る と い ふ こ とで あ る」（阿部七五 三 吉 ・小野秀瑠 ， 前掲書 ， pp ，20− 21） と述 べ て い る。

U物　阿部七 五 三 吉 ・小野秀瑠 ， 前掲書 ， pp ．14− 17，

9B｝ 伊津野朋 弘 ，
’
大正デ モ ク ラ シ r 下 の 教育，明治図書 ， 耳976，　Plp．104− 105．　　　　　　 、．

（19｝ 及 川 平治 ）
．分 団 式 動的 教育法 ，

弘学館書店 ，
1912

， p．531．乃 川 の 分団式動的教育 法 は
，

9原理 に よ

　 っ て 構成 されて い た 。 そ の 1 つ に 「学 習経済の 原理」が あ っ た 。

m膕） 及 川 平治，前掲書，p．9 （序）．た だ し・
， 及川 は分団式教育法か ら第二種異常児は除外 して い た （及川

　平治 ， 前掲書 ，

’
p．264）。

  　及川平治，前掲書，p．、16．こ れは ；画
一

的学級教育 の 批判で あ る 。 及川 は，明治中期以来芽生えっ っ

　あっ 左活動主 義 ・自学主 義を前進 させ，個人差 を重視した 教育，即ち 「分団式動的教育法」 を主張 した

　 の で あ っ た 6

  　杉浦守邦，前掲書，p．63．第 1 次大戦後の わ が 国の 教育は そ の 範を ア メ リカ に と っ た た め
，

ア メ リカ

　流の 自由教育思 想が大正 デ モ ク ラ シーと同調し高揚した 。 ま た杉浦が 述 べ て い る よ うに
， 「明治 30年代

　か ら40年代 に か けて 再三 紹介 された 欧米 の 特殊教育 は 再評価され」 て
，

こ れも大正 自由教育思 潮の な か

　 に包含 され て い っ たの で あ る。こ れ ら欧米の 障害児教育思想 の 根底 に は，共通 した児童愛護思想や個性

　尊重 の 教育思想があ っ た 。 こ う した点も， 障害児教育進展 の 背景に あ っ た 。

  　波多野完治 ・依 田新 （編），児童心理 学 ハ ン ドブ ッ ク
， 金子書房 ，

1959
， p．22．

四　三 田 谷啓 ， 学齢児童 智力検査 法 ， 児童書院，1915，p．2 （序）．「新刑紹介」，
日本学校衛生 ，第 3 巻第

　 4 号 ， P．297，1915．

齣　波多野完治 ・依 田新，前掲書 ，p ．　22．久保良英，「小学児童 の 智能査定の 研究」，児童研究所紀要，第

　 1巻 ，pp ．1−64，1918．久保良英，「小学児童 に試 み た る団体的智能検査法 」，前掲書，第 4巻 ，　 pp ．1−

　 32，　1920．　　　　　　　　　　　　　　　　
』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

儷） 三 田谷啓 ，「特殊児童 ノ 謂査」，日本学校衛生 ， 第 6 巻 第 7 号 ， pp．359
− 378，1918．三 田谷啓 ， 前掲

　論文，前掲書，第 6 巻第 8号 ，pp．419− 434，1918．三 田 谷啓，前掲論文，前掲書，第 6 巻第 9 号，

　 pp．479− 490，1918．

伽　藤井力夫，前掲論文，p ．39．鈴木治太郎，実際的個別的智能測定法，東洋図書，1930，　pp 、4− 38．

  　大島正徳，前掲論文，p ．45．
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一

  　荒川勇 ・大井清吉 ・中野善達 ， 前掲書，pp ．86− 87．荒川 らも述 べ て い る よ うに ，こ う した 児童研究 ・

　調査 の 進展 は，障害児教育や そ の 治療法 を 模索 さ せ ，．ひ い て は従来か らの 劣等児教育を精神薄弱児教育

　へ と高め る 力 とな っ た の で あ る 。

〔3e］ 杉浦守邦 ・田中克彦 ， 「大正期 の 特殊教育 の 勃興 と学校衛生思想」， 精神薄弱問題史研究紀要 ， 第 20号 ，

　 p ．27 ，
1977．

（31） 杉浦守邦 ： 田中克彦　前掲論文，pp ．　6− 9．を参照。

翩　自動教育研究会 ， 自動主義劣等児救済法 ， 明誠館書店 ，
1918

， p ．221．同書は高 島平 三 郎 ・河野清丸

　 も関係 したもの で あ るが ，同書 に は，「所謂劣等児 とは，知識教授 と して も，多少 の 手加減 で 救済 し得

　る能率程度 の もの を云ふ の で あ る か ら，学校教育と して の 知識的教授 も第一の 問題 として 取 り扱ふ こ と

　が出来る 。

……軽度の 精神薄弱児童 は ，他め治療的方法と共 に，知識的教授を授けて も宜 しい の で ある

　か ら・・・…」 と述べ られて い る 。
こ の よ うに ，大正 7 （1918）年頃で も，ま だ 学力向上の 姿勢が 強か っ た

　 の で あ る 。

鰌　杉浦守邦，前掲書 ，PP ，112− 114．

  　文部省普通学業局 ，就学児童保護施設 の 研究，中文館，pp ．445−471．1921．

岡　文部省普通 学業局
， 前掲書 ， pp．221− 222．

  　大島正 徳，前掲論文，p．47．

〔3了｝ 杉浦守邦，前掲書，pp ．117−118．

闘　喜 田 正春 ，「大 正 ・昭 和 初期の
s‘
促進学 WW　”3，精神薄弱児 研究，第 156巻，　 p．　36，1971．

（39） 藤井力夫 ， 前掲論文，p ．37．　　　　　　 1

働
』
藤井力夫 ，前掲論文，pp ，40− 41，

  　「低能児教育 の 振興策 を 立 案」1児童研究 ， 箏33巻 第 12号 ， p，333 ，
1930．

幽　喜 田正春 ，前掲論文，p．37．

鰌　長沼幸
一

，「特殊教育の 要諦」，児 童研究，第37巻第 1号 ，pp ．28− 29
，
1933．

働　杉 田裕 ，
「精薄児 の 教育方法 に つ い て 」， 精神薄弱児研究 ， 第 122巻

， pp ．75− 77
，
1968．

囎 　喜田正春 ， 前掲論文，p．37．

（紛 藤本克己，「低能児の 取扱ひ の 要点」，愛育 ， 第 3 巻第10号，p．11，1937．

働 　桜 井 安 五 郎，「補助学級の 経 営 に つ い て 」
， 学校 衛 生

，
第 19巻 第 10号 ，p．49，1939．

  　喜 田正 春 ，「東京市 に於け る補助学級 の 現状と希望 」，精神衛生 ，第 14年第 2号 ，p ．9，1939，

闘 　保木賢雄，t思斉学校の 成立と発 展 」，精神薄 弱 問 題史研究紀要 ，第 3 号，　pp ．28− 29，1965．この 教育

　方針 は
， 創 立 当初か ら現在 も続 い て い る と い う。

’
tlO｝ 喜田正春，厂大正 ・昭和初期の

tC

促進学級
”

」，　 p．37．

Sl｝ 小林佐源治，「補助学級 の 実際 」， 学校衛生，第11巻第 6 号 ，
　pP ．10− 11

，
1931．小林は

， 次の よ うに

　 述べ て い る 。 「第
一

に は 彼 の 身体を はか る が よ い 。健康で 充 分発育 し．た 働け る人間 に しな くて は な らな

　 い 。 第 二 は彼等の 徳性を普通人に 近 くし，決 して 社会 の 厄介物とさせ て は な らな い 。 第三 に は極めて僅

　少 で よ い から生活 に 必要 な知識を与へ る くとで あ る」，
「第

一
｝
『身体を救へ

， 仕事の 出来る手足身体を練

　 るが よ い 。知識 よ り技能を練磨す る の が 彼等を救 ふ 第
一

の 鍵で あ る 」 と 。 小林佐源治1劣等児教育 の 実

　 際 ，目黒書店，1914，pp ，249−260，294− 295．小林は，こ の 書の なかで も上記 と同様な教育方針を述べ

　 て い る。　．

〔52） 織田勝馬 ・白土千秋，小学 児 童劣等生救済 の 原理並 に 方法 ， 弘 道 館 ，
1905

， p ．119．

側　長野城山学校百年史編集委員会 （編），長野城山学校百年史，長野市立城山小学校，1973，p．521．

國 　「大 阪 市低能児 調 査 」
， 児童 研 究 ， 第15巻 第 6号 ， p．　

’
187，1912．

鬮　「広島県 に於ける低能児童数」， 児童研究 ， 第 15巻第 6号，pp ．188− 189．

  　噺 潟県 の 異常児及其取扱」， 児童研究 ， 第 15巻 第 6号 ，p．260．

働 新潟県教育百年 史編 さん 委員会 （編）， 新潟県教育百年史 ， 大正 ・昭和前期編 ， 新潟県教育委員会
，

　 1973，pp ，420− 421．
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鰍　［岡山県低能児 童教育」，児童研究 ， 第 15巻第 9号 ， pp．　293− 294， 1912．

鮹　岩原徳四 郎 ・広瀬佐平 ，初学年教育の 実際，宝文館，1912，p ．6．

（60｝ 藤原 薫 ，「劣等生 の 衛生的観察」，小学校 ，第 16巻第 3号 ，p，17，1913．

馴　北野与一
，

「N 本に お け る心 身障害者体育の 史的研究 （第 8 報）一 明治 ・大 正初期の 精神薄弱児体育

　 に つ い て 」， 北陸大学紀要，第 7号 ， pp ．109− 130
，
1983．北野 は

， 同論文で 精神薄弱児体育 に おけ る学

　級編制方式に起因す る限界を指摘した 。

（62｝ 栃木県教育史編纂会 （編）， 栃木県教育史 ，第 5巻 ， 栃木県連合教育会 ，
1959，pp ．407− 408．．

（63｝　ゴ匕野与
一
，前｝曷言侖文 ， pp ．119− 120．

  　杉浦守邦 ， 前掲書 ， pp ．18− 19．杉浦 は
， 「低能 ・劣等た る原因や そ の 程度 に 対す る考察 ， 配慮が不足

　
’
し，個性 ・特異性を調査 ・研究 し，そ れ に 応 じて 教育方法を考え る と い う態度が うすか っ たよ うで あ る。

　 そ こ で
，

教 授側の 教 授方法 の 改善や 指導 の 徹 底 に よ っ て 救済 で き る との 考 え に立 っ て い る の で あ る」 と

　 指摘 して い る。

  　乙竹岩造 （1875 − 1953），樋 口 長市 （1871 − 1945），富士川 游 （1865 − 1940），呉秀三 （1865 − 1932），

　 榊保三 郎 （1870 − 1929）
，

三 宅 鉱 一を 初 め
， 久保良英 5 鈴木治 太 郎 ，

三 田 谷啓 らの 活動 を意 味す る 。

  　文部省 （監），日本学校保健会 （編），学校保健百年史，第一法規，1974，pp ．131− 134．学校衛生行

　 政機構 の 整備や 学校衛生関係法規 の 整備 な どを意 味す る 。

．（67） 文部省 （監 ）
，

日 本学 校保健会 ）（編）， 前掲書 ， ppl　118
− 120

，
152− 153．学校医講習会 ， 教員対象 の 講

　 習会 ， 精神薄弱児童養護施設講習会 など種 々 の 会合が 開催 された。

〔68） 学校衛 生 （明治 36〈 1903＞年刊 ），日本学校衛生 （大 正 2 ＜1913＞年刊），児童研究 （明治31＜ 1898＞

　 年刊），教育研究 （明治37〈 1904＞年刊） な どを 意味 して い る。

翻　文部省学校衛生課 ， 前掲報告 ， pp ．37− 50．

  　文部省大臣官房学校衛生 課 ，
’
前掲報告 ，pp ．40− 48．

Cl1｝ 文部省 （監），日本学校保健会 （編），前掲書，　pp ．61i1−652．

tr2｝ 精神薄弱児童 養護施設協 議会 ，
「精神薄弱児童養護施設 に 関す る 方案」， 学校衛生，第11巻第 5号，

　，P，34，1931．

  　杉浦守邦，前掲書，pp．　120
− 121。

  　喜田 正春，「東京市に於け る補助学級の 現状と希望」， 前掲書 ， p ．9．

  　清水寛，「日本精神薄弱関係文献目録 と解説，戦前 ，そ の ．（四 ）」，精神薄弱問 題史研究紀要，第 4 号，

　 p．60，1966．
’

  　文部省，学校衛生参考資料，第 1 輯，文部省，1918．同前書，第 2輯，1918．同前書，第 3輯 ，
1919．

　 同前書，第 4輯，1921。

  　文部省，学 校衛生 参考資料 ，第 1 輯，凡例．

〔78｝ 杉浦守邦，前掲書，pp ．
’
67− 69．

  　文部街， 学校衛生参考資料 ， 第 1 輯 ， pp ；　89− 90．

  　文部省 ， 学校衛生参考資料 ， 第 3 輯 ， p．144，

創 　文部省，学校衛生参考資料 ，第 3 輯，pp ．211− 213．こ の
一

節は
，

「第 四 編 ， 教授衛生 ， 第三章精神衛

　生」の 引用文で
’
ある 。 な お，「教授衛生は 主 と して 精神衛生な るこ と」 と まで 強調されて い た （前掲書 ，

　 第 3 輯 ， p，207）o

｛82） 文部省 ， 精神衛生 ， （学校衛生叢書 ， 第 5輯）， 右文館 ，
1929

， 序文，同書は ， The・National　Com −

　 mittee 　for　Mental 　Hygiene．− Menta1　Hygiene．　Lewis 　M ．　Terman ．TThe 　Hygiene　 of 　the

　 School　Child．を翻訳 した もの で あ る 。

圃　文部省普通 学業局 ， 就学児童保護施設の 研究，中文館，1921，pp．445− 471．同書 に ，林町小学校 の

　「我が校 に於け る促進学級施設 の 概要」報告が あ る。以下に 記 した引用文は
， 同報告を引用 した。なお，

　 同校の 特別学級 に つ い て は ，杉浦 も報告 して い る （杉浦守邦 ， 前掲書 ， pp ．112− 115）。

圃　教授上，児童の興味 （関心 ・注意）が重視さ れ て い るが
，

この 問題は
， 児童の早期疲労問題 と深 く係
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　わ っ て い た。林 町 小学校 で は，こ の 早 期疲労を こ う した 児 童 の 特質の
一

つ とと らえ ，課業 の 軽減 ，教材

　の 低下，遊戯中心 の 学習な ど の 対策を講 じた 。 以後 ， 教授上の 問題 と して
， 合科的教授や総合的教授法

　な どが 試行 さ れ た が ，そ の 背景 に は，児童 の 早期疲労 と い う特質が あ っ た の で あ る。

〔聞） 荒木善次 ， 低能児教育 の 実際 ， 文川堂書房 ，
1935

， pp ．179− 184．詳細 は
， 同書を参照 されたい 。

  　杉浦守邦 ， 前掲書 ， pp ．115−119．

〔聞　藤井力夫，前掲論文，P．40．　　　　　
’

囎 　大島正徳，前掲論文，p．48．

〔S9） 田 村肇 ， 「精神薄弱児 童 の 教育」， 学校衛生，第 23巻第 2号，　 pp ．24− 25，1943．

  　清水寛 ， 前掲論文，p．60．

（91｝ 田村肇，前掲論文，p．24．

｛92） 神 田修 ・寺崎昌男 ・平原春好 （編著），史料教育法，学陽書房，1973， p．146．第10条に は，「体操 ハ

　身体 ノ各部 ヲ均斉 二 発 育 セ シ メ 四 肢 ノ 勤作 ヲ機敏 ナ ラ シ メ 以 テ 全身 ノ 健康 ヲ保護増進 シ 精神 ヲ 快活 ニ シ

　 テ 剛毅 ナ ラ シ メ 兼テ 規律 ヲ 守 リ協同 ヲ尚フ ノ 習慣 ヲ 養 フ ヲ 以 テ 要旨 トス 」 とある。　　　　　 、

鮒 文部省普通学業局 ， 前掲書 ， p ．　222，
226．黒沼勇太郎が 「劣等児教育 の 実際」の な か で 掲げて い る方

　針 の
一

：つ であ る。

（91i 山崎祐久，児 童生徒衛生的観察と養護の 実際 ，教育研究会 ，
1923

，
　p．333．・山崎 は，「体操遊戯 の 如き

．も彼等 に と っ て 最 も必要なもの で ある。・一・
意志動作の 練習とな るや うなもの を択み ……」と述べ て い

　 る。

圃　青木誠 四郎，劣等 児低能 児 心理 と其教育，中文館 ，1925、 p．361．青木 は ， 「意志 の敏捷悔を養 う」 べ

　きt！
’
と指摘して い る。なお，脇 田 良吉 も同様な こ とを述べ て い る （脇 田 良吉， 異常児教育の 実際 金港

　堂 ，　1915，p．191 ）o

聞　文部省普通学業局，前掲書，p ．463．東京市林町小学校 の 事例 で ある。

  　杉浦守邦，前掲書 ， p．188．山形県女子師範学校代用附属小学校飯塚小学校の 事例で あ る。

（98） 文部省普通 学業 局
， 前 掲 書 ， P．463．東京市林町小学 校 の 事例 で あ る・

｛9黝
』
文部省普通学業局，前掲書，p．465．東京市林町小学校 の 事例 で あ る 。

aOO｝杉浦守邦，前掲書，　 p．189，209．山形県女子師範学校代用附属小学校飯塚小学校の 事例で あ る 。

nOl｝精神薄弱児童養護施設協議会 ， 前掲報告 ，
　 p．34．方案 に お け る報告 中の

一
部 で ある。

q働 三 田 谷啓，「異常児童 の 教養」，子供研究講座，第 4 巻，1929
， p．168．

｛103）杉 田 裕 ；「精薄児の 教育方法 に つ い て （続）」，精神薄弱児研究 ，第122巻 ， p。75，1968．

〔10の 飯 田 貞雄，
ト「r山梨県師範学校附属小学校補助学級 』 教育 の 史的意 義」， 山梨大学教育学部研 究報告 ，

　第 17巻，p．159，
1966，同学級 の教育方針 に 「適切 な 体育 運動を課 し，心 身 の 調和的発達 を促す」 こ と

　 が 掲げ られ て い た。

〔1崛 桜井安五 郎，前掲論文，p．49 ．桜井 は，「学 科の 教授 よ り は む しろ養護や 訓練 に 重点をお き身体的な

　修練と E常の 生活訓練に力を注が な ければな らぬ 」と述べ て い る 。

q  飯 田 貞雄 ， 前掲論文 ， pp ．159− 160．山梨師附小 の 補助学級 で は
， 養護 と訓練 が 学習よ り重 要視 され

　 て 指導され て い た 。

q  1喜田正春，厂大正 ・昭和初期の
“

促進学級
”

」，p．　37．

ae8｝杉浦守邦 ， 前掲書 ，
　 p．199，

204．山形県女子師範学校代用附属小学校飯塚小学校 の 事例で あ る 。

（1  促進学級時代 の 教授上 の 強調点が 決 して 消滅して しま
’
っ た わけで はな い 。

qle｝杉浦守邦，前掲書，　 pp ．239− 252．杉浦 の 報告 に よれば，山形県酒田町の 琢成尋常高等小学校 ，琢成

　 第
一

尋常小学校及 び 同第 二 尋常小学校 に 移動式 （国語 ， 算術）の 特別学級が実践され た。

al1）浅尾紘也，「精薄児教育に おける分団教育の歴史的考察」， 精神薄弱問題史研究紀要 ， 第 5号，　 pp．69−

　 74．奈良女子高等師範学校附属小学校特別学級などで実践された 。

〔11助 北野与
一

， 前掲論文 ， pp ，111−il3．
｛1！3）岩崎達

一
郎，「実験上 より見たる晩熟児 の 教育 （其 の

一
）」，学校衛生 ，第 4巻第10号，p．7，1924．岩
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　崎達
一

郎，前掲論文 （其 の 三 ），学校衛生 ，第 5巻第 2 号，p．26，1925，

〔114｝小林醸，低学年合科教育 の 方法，三 友社，1938，pp ．24− 28．小林の 合科教育の 諸相 で 言え ば
，

こ こ

　で の合科的取り扱いとは，「教科の 別 を 認 め 教科書を用 ひ な が らそ の 取扱 ひ を合科的な ら しめ よ うとす

　る もの 」，「一方 に分科を認 め なが ら，分科と併立 した合科的分野を認 め る もの 」を意味す る。

U15｝小林佐 源 治 ，
「低能児教育 の 要領」， 教育研究 ， 第 151号 ，

　 p．22 ，
1916．

（116｝市川庄次郎，「特殊教育施設状況 （其四）」，学校衛生 ，第 6 巻第 7号 ，pp ，58− 60．1926．

〔11丁 小林巌 ，前掲書，pp．27
− 28．小林が指摘 して い る 「全

一
的な生活 の ま ＼ 指導 じ，……合科指導一本を

　以て 通 さ う とする もの 」 を意味す る。

（118）大久保哲夫，「島根県精神薄弱教育史（1）女子師範学校附属小学校」，精神薄弱問題史研究紀要，第 9号，

　pp ．4L12 ，1971．大正 7 （1918）年以 降 の 佐藤弘 の 指導法 に 見 られ た D

（119〕杉 田裕，前掲論文，p．76．

（120｝ こ こ で の 内容 は ，当然 な が ら，遊戯中心 で あ り，唱歌 と遊戯 の 融合が 注 目された 。

Q2D渡部政盛 ・・村中兼松，
・
精神貧困児 の 教育，啓文社 ，1935

，
　p．256．感覚練習が 新 たに 加 え られ て いた。

〔12M 渡部政盛 ・村中兼松 ， 前掲書，　 p，261，「体操」 や 「修身」・は 除外 され ， 「心練 」 や 「整理 」 が加設 さ

　 れ て い た 。

｛1劉 杉浦守邦，前掲書，pp，118− 119．体操科 的 内容 は 遊戯中心 で あ っ ．た。

a24｝市川庄次郎，前掲論文 ，
　 p．60．長崎県佐古小特殊学級で は ，「運用は，教材と児童との 相関か ら適宜

　の処置」を して い た 。

（125｝池 内房吉 ， 実験合科学習 、．目黒 書店 ，
1924

， p．172．池内は
，

「合科学習 と体育」 に 関 して ；「非常 に

　心持ちの 良 い 天気に は，特に体育の 目的 で 公園 や 草原 に 児童を 連れ て 行く」，
「全体学習の 進行 の 具合を

　見て ，一段落をっ げて 居 る ときに は臨時に体操の時間を設け る 。 之 は二十分位を程度と して 度数 を多く

　す る方針で あ る」 と 述 べ て い る。健 常児  場 合 で あ るが
，

あ え て 事例 と して 挙 げて お き た い 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ
〔1劉 市川 庄次郎，前掲論文，p．60．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

｛1鋤 田 島真治 ， 劣等児 と低能児 の 教育，目黒書店 ，
1918，p．485．

（128｝小林佐源治 ， 前掲書 ， 、p．350．翼行寺朗生 ；

「
体育異常 の 病理 と 矯正運動 ，日本体育学会 ， （第 6 版）

　 1937，pp ．111− 112．杉田裕，総説精神薄弱教育 ，日本文科学社，（第 2版），1976Jp．197，200， 201．

（129）立花改進，「補助学級児童の 養護 に 就 て 」，学校衛生，第 11巻第 5号 ，p．47．1931．

｛13e｝精神薄弱児童養謹施設協議会 ， 前掲報告 ，
　 p．35．

U31）荒木善次 1 前掲書 ，
　 p，193．

R3M 杉浦守邦，前掲書 ，　p．190．　　　 ，

q33）小林佐源治 ， 前掲書 ，
　 p．452．

〔1鋤 小林佐源治，前掲書，p．451．

（135｝前 田 末喜，学校及家庭 に 於ける 医療体操 の 理 論及実際，目黒書店 ，1917，p．222．

（136｝脇 田良吉，低能児教育の 実際的研究 ， 厳松堂 ，
1912．， p，726．

〔13丁 渡部政盛 ・村中兼松 ， 前掲書 ， p．293， 311，

〔13S）小林佐源治，前掲書，　 p．322，324，453．

q謝 三 田谷啓，前掲書，p．168．

（140）小林佐源治，前掲書，p．452．

U41｝前 田 末喜，前掲書 ，
　 p．225，

｛142｝脇 田良吉，異常児教育の実際，金港堂 ，1915，p 、　247．

a43）樋 口 長市，特殊児童の 教育保護，児童保護研究会，1924，　p．48．

〔144｝小野正 典 ，
「戦前の 東京市補助学級 にお け る指導に関 す る一考察 」，精神薄 弱 問題史研 究紀要 ， 第24号 ，

　 P．9，1979．

｛145）杉浦守邦，前掲書，p ．　209．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 −

tt46｝文部省普通 学業局 ， 前掲書 ，
　 p、465．
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U47｝樋 口 長市，前掲書 ，
　 pp ．47−50．

〔｝4邸 長野幸雄，「精神薄弱児教育の 技術の 問題」，教育，第 2 巻第 11号 ， pp ．1681一ユ682，1934．こ れ は，「感

　覚練習」
’
の一部で 「運動感覚」 の 内容で ある。

｛149｝前 田 末喜，前 掲書 ， pp ．224− 225．

（149）脇田 良吉，異 常児教育 の 実際，p ．193．

（151｝桜井安五 郎，前掲論文 ， p．　50．

〔152｝脇 田 良 吉 ， 低能児教育 の 実際的研究 ， p．726．

【153）小野正 典 ， 前掲論文 ， p．7．

（154｝杉田裕，前掲論文 ， p，77，

U55）大久保啓夫，前掲論文 ，　 p．11．杉浦守邦，前掲書，　 p．207．

a56｝江上秀雄 ， 「精神病的体質 児 童 の 一般的養護」，衛生，第 4巻第 3号 ，　 p ．19，1924．皇晃之，「低能児

　教育 に 於ける 諸問題」｝ 教育 ，第 3巻第12号，p．1945，1935．渡 部政盛 ・村中兼松 ， 前掲書 ，
　 p．310．

B57）脇 田 良吉，低能児教育の 実際的研究，　 p，695，726．　　　　
’
　　　　　　　　　　　　　 ．

Q58｝三 田谷啓，前掲書，　 p ．155，168．

n59荒木善次，前掲書，　 p．193，荒本は児童 の 自然な遊びか ら自分 の 指導すべ き方向をつ か む 。

（160）小林佐源治 ， 前掲書 ， pp ．452− 453．小林 は ，児童 が 自由遊びの な か で い ろ い ろな 運動を工 夫 して い

　 る こ とを 発見，そ れ らを利用 した 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
L

（161｝三 田谷啓 ， 前掲書 ， p 。155，168！山崎祐久，前掲論文，　 p．333．

a62｝長 沼 幸
一

，
「特殊児童 と児童研究 」， 教育研究 ， 第510 号 ，

　 p．91 ，1940．

〔103）
’
脇 田 良吉，異常児教育 の 実際，p．193．

1翻 脇 田良吉，異常児教育の実際 ， p．192．

U65） 小林佐源 治 ，前 掲 論 文 ，　 p．15。

U66｝小林佐源治 ， 前掲論文，　 p，14．こ の こ とは
， 軽減化と も言われて い る。

〔16Pt石井亮
一

全集刊行会 （編）， 石井亮
一

全集，第 1巻 ，石井亮
一

全集刊行会，1940．　pp ．2e5− 206．石井

　 は，「遊 戯競技 」の 項 で こ の こ とを述 べ て い る。

｛168）文部省普通学業局 ， 前掲書 ， p．465．こ れは，東京市林町小学校 の 事例 で あ る 。

〔169）長野幸雄，前掲論文 ，P．1681．

（170｝ 山崎祐久 ， 前掲書 ， p．333．

（171） 田島真治 ， 「劣等児の 体操」1 教育研究，第127号 ， pp ．49− 51 ， 1．91・4，田島は，「投球遊戯具」 や新し

　 い 運動教材を開発 して い る。
’
（172｝菊池義昭，「長沼幸一先生 の あゆ み 」，精神薄弱問題史研究紀要，第17号，p。23，1975．長沼は ，「木片

　 を並べ る競技 」 を行 な っ た。

q73｝杉 田 裕，前掲論文，　 p．75．

q黝 渡部政盛 ・村中兼松 ， 前掲書 ， pp．276− 334．こ れは ， 東京市本村小学校の 事例 で あ る。

（17S杉浦守邦，前掲書，　 p．190．これ は
， 大正末期か ら昭和初期ICか けて の 山形県女子師範学校代用附属

　 小学校飯塚小学校の 特別学級にお け る 事例で あ る 。

〔176）杉田裕，前掲論文，P・77・杉田 裕 ， 「精薄児指導と教科」， 精神薄弱問題史研究紀要 ， 第 12号 ，　P．28そ
　 1972。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

（IW 渡部政盛 ・村中兼松，前掲書，　 pp ．298τ 299，3i5− 320．

a7S）菊池義昭 ， 前掲論文 ，
　 p．20．こ れは ， 昭和 2 （1927）年頃の 福 島師範学校附属小学校特別学級 の 事例

　 で あ る 。

ほ勸 杉田 裕
，

「精薄児 の 教育方法 に つ い て （続）」， p．76．

USO）小野正典 ，前掲論文 ，　 p ．9．

U81｝日本近代教育史事典編集委員会 （編），日本近代教育史事典，平凡社，（第 2 刷），1967，　pp．273
−274．

〔182｝相賀徹夫 （編），，教育事典 ， 小 学館，（第 8 版），1972」 p．211．
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〔工鰌 奈良女子 師範学校 附属小学校 ，共同社会生活 を基謂 と せ る教科経営 の 実 際，文泉堂書房， 1934，

　pp．300
− 302．村山源

一
，「体育 の 生活化」，女子 と子 供 の 体育 ，第 5 巻第 4 号 ，　 pp ．42− 43

，
1940．

α胸 永井道明，学校体操要義，大 日本図書，1913，pp ．706マ 725．

（185｝小学校に類す る各種学校と
’
して出発した大阪市立 思斉学校は，同17 （1942）年大阪市立思斉国民学校

　 とな っ た 。

〔186｝荒川勇 ・大井清吉 ・中野善達 ， 前掲書 ， p．107．

〔18n杉浦守邦，前掲書 ，
　 p．93．

〔188）「東京市精神薄弱児童養護学級設置校 」，学校衛生 ，第22巻第10号 ， p．　25，1942．

（189〕杉浦守邦，前掲書 ， p．132．
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